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新年、あけましておめでとうございます。
［特集］
支え合い、助け合いによる福祉のまちづくり
飯田コミュニティスクール

夕暮れ時
（K.Kさん撮影）
「仙丈岳 夕日あびて 雪そまる」
オレンジ色は天候の条件と
夕暮れしか目にすることが
できません。
撮影場所：大瀬木［コラム］ リニア駅ができるまち飯田…1７ページ［コラム］ リニア駅ができるまち飯田…1７ページ
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特集特集
福
祉
＝
し
あ
わ
せ
、ゆ
た
か
さ
を

み
ん
な
が
持
つ
こ
と

支
え
合
い
、

助
け
合
い
に
よ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

支
え
合
い
、

助
け
合
い
に
よ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

こ
の
地
域
に
は
「
結
い
」
や
「
ム
ト
ス
」
と
い
っ
た
言
葉
が
表
す
よ
う
に
、
自
主

自
立
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
生

き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
地
区
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
み
、
住
民
が
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課
　
内
線
５
７
１
１

支
え
合
い
で
「
し
あ
わ
せ
」

「
ゆ
た
か
さ
」
を
感
じ
る

地
域
づ
く
り
を

少
子
化
・
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、

孤
立
し
て
暮
ら
し
て
い
る
世
帯
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
ご
み
出
し
や
買
い
物

な
ど
の
日
常
生
活
で
の
行
動
す
ら
困
難
を

感
じ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

齢
や
国
籍
の
違
い
、
障
が
い
の
状
況
な
ど

か
ら
、
生
活
に
不
便
さ
を
感
じ
る
人
や
、

不
安
や
心
配
を
感
じ
る
人
も
い
ま
す
。

「
福
祉
」
と
は
、「
し
あ
わ
せ
」
や
「
ゆ

た
か
さ
」
を
、
み
ん
な
が
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
目
指
し
て
取
り
組
む
活
動
や
、

そ
の
仕
組
み
を
意
味
し
ま
す
。
飯
田
市
で

は
全
て
の
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
住

み
た
い
地
域
で
、
そ
の
人
に
合
っ
た
そ
の
人

ら
し
い
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

行
政
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
社
会
福
祉
事
業
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
民
間
事
業
者
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
主
体
と
な
って
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
行
う
「
社
会
福
祉
」

に
加
え
、
地
域
で
住
民
が
お
互
い
に
協
力

し
合
って
行
う
取
り
組
み
が
「
地
域
福
祉
」

で
す
。

買
い
物
つ
い
で
の
ち
ょっ
と
し
た
手
助
け

や
、
ご
み
出
し
の
相
談
支
援
と
い
っ
た
地

域
福
祉
活
動
が
、
一
人
ひ
と
り
の
「
し
あ

わ
せ
」
を
生
み
出
す
た
め
に
大
切
で
す
が
、

こ
う
し
た
「
社
会
福
祉
」
だ
け
で
は
支
え

る
こ
と
が
難
し
い
「
ゆ
た
か
さ
」
を
実
現

す
る
上
で
も
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
の
が

地
域
福
祉
活
動
で
す
。

平
成
２９
年
３
月
に
策
定
し
た
「
飯
田
市

地
域
福
祉
計
画
」
で
は
「
結
い
（
共
に
支

え
合
う
）
と
ム
ト
ス
（
自
ら
行
動
す
る
）

の
こ
こ
ろ
を
育
み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。

自
主
自
立
の
精
神
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
つ

な
が
り
の
強
さ
は
、
こ
の
地
域
が
受
け
継

い
で
き
た
大
き
な
財
産
で
す
。
市
民
一
人

ひ
と
り
が
心
を
通
わ
せ
、
お
互
い
を
支
え

合
い
、
助
け
合
う
行
動
力
を
高
め
、
身
近

な
暮
ら
し
の
「
ゆ
た
か
さ
」
を
実
感
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●雪が降った日、自分の家だけでな
く、お隣に住む一人暮らしの高齢
者宅の前の雪もかいてあげましょ
う。高齢者本人
のためだけで
なく、新聞、郵
便配達など外
部の皆さんの
導線確保にも
つながります。

●身体が不自由な方の家のごみを、
一緒に運んであげましょう。自分た
ちの生活環境の維持にもつながり
ます。

●独居世帯、高齢者世帯を常日頃か
ら気にかけ、声かけを行いましょ
う。遠方に居住するご親族はもちろ
ん、ご自身や地域全体の安心にも
つながります。

取り組みの

ヒント

・・
・ ・
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特集：支え合い、助け合いによる福祉のまちづくり

地域住民が行う福祉活動

福祉委員会の高齢者・障がい者福祉部員が、
民生児童委員の協力を得て、独居高齢者に対
して月２回の見守り声かけ活動を行っています。
電話や訪問による声かけ活動が、対象者に

とっては少なくなりがちな地域での交流の機会
となる一方で、福祉委員にとっては地域の状況
の把握と必要な福祉活動を見出す機会となっ
ています。地域全体の福祉活動に対する意識
の向上を目指して、取り組まれています。

まごの手コール（龍江）

地域のみんなが健康で、いつまでも元気で
暮らせるように、地区で高齢者宅に手作りの
お弁当を配達する事業を立ち上げました。お弁
当を届ける際に、見守りや安否確認を行って
います。
おかずの種類が多くていろどりが良いと評判
のお弁当。メニューは毎回変えていて利用者
に喜ばれています。また、お弁当を手渡す配
達ボランティアにとっても、利用者との会話が
楽しみと
なってい
ます。

食工房十三の里（上久堅）

孤立や閉じこもりの予防を目的に、市内１００
カ所以上で、おのおの特徴があるサロンが開
催されています。
各地区で内容を工夫しながら取り組みが行

われています。また、サロンの代表者による連
絡会を開催し、情報共有を図っている地区も
あります。

ふれあいサロン（市内全域）

「地域を支えるまちづくり」をテーマに、まち
づくり委員会、民生児童委員協議会、健康福
祉委員会、高齢者クラブなどの有志メンバーで、
平成２４年より定期的に会議を開催しています。
地域の福祉課題を検討し、高齢者世帯への

「声かけカレンダー」の配布、緊急連絡先を自
宅に掲示する「安心メモ」の普及促進、地域
の人が孤立せず、みんなで集まることができる
楽しい場所「きらく会」の開催など、地域独自
の見守り
支え合い
活動に取
り組んで
います。

地域福祉プロジェクト会議（南信濃）

͞ͱ
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教
職
員

学校運営
基本方針

多様な
教育活動

学校支援ボランティア

教
育
委
員
会

学校運営協議会 学校　校長
（住民・保護者・
 校長・公民館長等）

公民館による
コーディネート

機能

（地域住民・保護者等）

参
ը

協
力

支
ԉ

ґ
པ

承認

説明

特集特集

学校・保護者・地域住民が一体となって
地域に根差した学校をつくります

飯田市では、平成２３年度から９つの中学校区ごとに「小中連携・一貫教育」を導入し、「学力・体力の向上」
や「人間関係づくり」を推進してきました。今まで築きあげてきたこの「小中連携・一貫教育」を、これからも持続・
発展させていくために、平成２８年度に、学校が保護者や地域住民と一緒になって、同じ目標に向かって教育
活動を進めていく仕組みである「飯田コミュニティスクール」を導入し、全ての学校に設置しました。
『縦糸』となる「小中連携・一貫教育」と『横糸』となる「飯田コミュニティスクール」とによって、飯田市
の子どもたちの健やかな成長を紡いでいきます。

飯田コミュニティスクール飯田コミュニティスクール

学校・保護者・地域住民が一体となって、地域に根差した学校をつくる仕組みです。
コミュニティスクールとは、「学校運営協議会」を設置した学校のことです。

◎問い合わせ／学校教育課　内線３７１３

飯田コミュニティスクールとは何ですか？Q
A

学校運営協議会のコーディネーター役を、各地区の公民館長または主事が担います。
これまで公民館が果たしている地域と学校のコーディネーターの機能を生かした
仕組みが、飯田コミュニティスクールの最大の特徴です。

飯田コミュニティスクールの“飯田”には、何か特徴があるのですか？Q
A

❶校長が学校運営の基本的
な方針を説明し、学校運営
協議会が承認します。

❷「こんな子どもに育ってほし
い」といった目標を話し合い、
共有し、活動の手応えを振り返り（評
価）ます。

❸地域、保護者が学校を核につながり、
学校の教育活動を支援します。

飯田コミュニティスクール
の役割は何ですか？

Q

A
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特集：飯田コミュニティスクール

飯田コミュニティスクール飯田コミュニティスクール 学校と地域の連携・協働学校と地域の連携・協働

小
中
連
携
・
一
貫
教
育

小
中
連
携
・
一
貫
教
育

すべては未来をひらく
子どもたちの笑顔のために
すべては未来をひらく

子どもたちの笑顔のために

学校が、
「ねらい」を明確にし、
地育力（飯田の資源×人材）
を生かし、子どもが

どう学んでいくか考えます

学校が、
「ねらい」を明確にし、
地育力（飯田の資源×人材）
を生かし、子どもが

どう学んでいくか考えます

社会に開かれた教育課程
まず、目指す子どもの姿を
地域・学校で話し合います

善い地域が、善い学校をつくり
善い学校が、善い地域をつくります
善い地域が、善い学校をつくり
善い学校が、善い地域をつくります

横 糸
連続した学びを支える地域の力

縦 

糸

未
来
に
向
か
って
連
続
し
た
子
ど
も
た
ち
の
学
び

ՈఉՊतۀͷֶशࢧԉ�ʢদඌখʣ

্ଜখɾอҭԂͷকདྷΛ͑ߟΔձ

ԉϘϥϯςΟΞͱࢧߍֶ
৬һͱͷଧͪ߹Θͤ�ʢఞதʣߍֶ

খதֶੜͱ஍Ҭͷํ͕ɺ̍ͭͷςʔϚͰ
߹Γޠ �͏ʮ;Δ͞ͱཽ౦ͷूいʯ

͋いͭ͞ӡಈ�ʢؙࢁখɾ൧ా੢தʣ

ֶशϘϥϯςΟΞΛࢣߨʹ஍ҬΛֶͿ
ʮٰͷΈͪ͠Δ΂୳ࡧʯ�ʢٰཽখʣ

ฒ໦ΨΠυΛ͢Δதֶੜ�ʢ൧ా౦தʣฒ໦ΨΠυΛ͢Δதֶੜ�ʢ൧ా౦தʣ

地域に学習の場を求め、学校を外に向けて開きます

学校に外部人材を入れて、学校を内に向けて開きます
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༿ΛோΊͳ͕Βͷ΢ΥʔΩϯάߚ

্ଜখֶߍͷࢠͲ΋ͨͪ ҕ৤Λड͚ͨਫ͞ܙ޾ށΜ

ਆ༷Λ૷͏໘ʢ͓΋ͯʣ

ਅͬ੺ʹ৭ͮいͨΓΜ͝ฒ໦ͷϦϯΰ

ଟ͘ͷ٬ֶݟͰ೐Θͬͨਆࣾ

Πϕϯτελʔτͷ༷ࢠ

１２月１日、上村小学校を市内で初めての小規模特認校に指定
し、市内全域から転入学児童の募集を開始しました。豊かな自然
環境の中、県下で最先端の複式学級授業を通じて、お子さんの
主体性を伸ばしてみませんか。問い合わせ:学校教育課（内線3710）

12月から、南信濃地区地域おこし協力隊として水戸
幸恵さん（３９歳）が着任しました。水戸さんは、今まで
進めてきた移住・定住の推進、遠山郷の暮らしの魅力
発信に加え、宿泊施設の立ち上げに取り組みます。

11月２３日、三遠南信自動車道の
龍江地区－上久堅地区間を歩くウォー
キングイベントが行われました。
ウォーキングコースは、今年度末に
供用開始予定の（仮称）龍江ＩＣ（イン
ターチェンジ）と（仮称）飯田東ＩＣと
の区間約３．４㎞。参加者約５００人は、
1時間半ほどかけ、この区間を歩いて
往復しました。自動車専用道路である
ため、この日限りのウォーキングを楽
しんでいました。

国の無形重要民族文化財に指定さ
れている「遠山の霜月祭り」が12月１
日から15日にかけて、上村・南信濃地
区の９つの神社で行われました。
冬の遠山郷で深夜に薪で湯を焚き、

煙が立ちこめる中で行われることか
ら、しばしば「寒い、眠い、煙い」と説明
されるこの祭り。その辛さに耐えながら
も、湯切りや、神様を装う数々の面な
ど、奇祭と言われる珍しい祭事見たさ
に、大勢の見学客が訪れました。

１１月２０日、飯田東中学校の生徒と、一般の参加者
の皆さんなどが、りんご並木のリンゴの収穫作業を行
いました。収穫されたリンゴは１万個を超え、東日本大
震災以降交流を続けている陸前高田市の高田東中学
校や、市内の福祉施設などへ寄贈されました。

ऩ֭ۀ࡞Λ͏ߦ൧ా౦தֶߍͷੜె

さちえ

龍江－上久堅地区間を歩く

全てのリンゴを収穫

三遠南信自動車道遠山の霜月祭り

りんご並木
上村小学校小規模特認校に指定
全市内から転入学児童を募集

南信濃地区地域おこし協力隊
新隊員に水戸さんが就任

寒い、眠い、煙い
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༿ΛோΊͳ͕Βͷ΢ΥʔΩϯάߚ

্ଜখֶߍͷࢠͲ΋ͨͪ ҕ৤Λड͚ͨਫ͞ܙ޾ށΜ

ਆ༷Λ૷͏໘ʢ͓΋ͯʣ

ਅͬ੺ʹ৭ͮいͨΓΜ͝ฒ໦ͷϦϯΰ

ଟ͘ͷ٬ֶݟͰ೐Θͬͨਆࣾ

Πϕϯτελʔτͷ༷ࢠ

１２月１日、上村小学校を市内で初めての小規模特認校に指定
し、市内全域から転入学児童の募集を開始しました。豊かな自然
環境の中、県下で最先端の複式学級授業を通じて、お子さんの
主体性を伸ばしてみませんか。問い合わせ:学校教育課（内線3710）

12月から、南信濃地区地域おこし協力隊として水戸
幸恵さん（３９歳）が着任しました。水戸さんは、今まで
進めてきた移住・定住の推進、遠山郷の暮らしの魅力
発信に加え、宿泊施設の立ち上げに取り組みます。

11月２３日、三遠南信自動車道の
龍江地区－上久堅地区間を歩くウォー
キングイベントが行われました。
ウォーキングコースは、今年度末に
供用開始予定の（仮称）龍江ＩＣ（イン
ターチェンジ）と（仮称）飯田東ＩＣと
の区間約３．４㎞。参加者約５００人は、
1時間半ほどかけ、この区間を歩いて
往復しました。自動車専用道路である
ため、この日限りのウォーキングを楽
しんでいました。

国の無形重要民族文化財に指定さ
れている「遠山の霜月祭り」が12月１
日から15日にかけて、上村・南信濃地
区の９つの神社で行われました。
冬の遠山郷で深夜に薪で湯を焚き、
煙が立ちこめる中で行われることか
ら、しばしば「寒い、眠い、煙い」と説明
されるこの祭り。その辛さに耐えながら
も、湯切りや、神様を装う数々の面な
ど、奇祭と言われる珍しい祭事見たさ
に、大勢の見学客が訪れました。

１１月２０日、飯田東中学校の生徒と、一般の参加者
の皆さんなどが、りんご並木のリンゴの収穫作業を行
いました。収穫されたリンゴは１万個を超え、東日本大
震災以降交流を続けている陸前高田市の高田東中学
校や、市内の福祉施設などへ寄贈されました。

ऩ֭ۀ࡞Λ͏ߦ൧ా౦தֶߍͷੜె

さちえ

龍江－上久堅地区間を歩く

全てのリンゴを収穫

三遠南信自動車道遠山の霜月祭り

りんご並木
上村小学校小規模特認校に指定
全市内から転入学児童を募集

南信濃地区地域おこし協力隊
新隊員に水戸さんが就任

寒い、眠い、煙い
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か
な
や

中谷さんとの記念撮影

とみおか たかひろ

市 

長

　牧
野
光
朗

私の夢は、マッサージ師になることで
す。理由は、人のためになる仕事がしたい
と思ったからです。あと、おじいちゃん、
おばあちゃんとかが、「肩が痛い」などと
言った時に、やわらげてあげて、今まで私
にしてくれたことを思い出し、いつかは恩
返しができればと思っていたからです。
これから、たくさん努力することが増えて、大変かもしれな
いけど、この仕事が人のためになるなら、全力で勉強し、マッ
サージ師になれるように、頑張っていきたいと思っています。

マッサージ師になりたい

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

顎
の
関
節
周
辺
に
何
ら
か
の

異
常
が
あ
る
「
顎
が
痛
い
」「
顎

が
鳴
る
」「
口
が
開
け
づ
ら
い
」

な
ど
が
主
症
状
の
慢
性
疾
患

で
、
原
因
は
い
く
つ
か
あ
り
状

態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ま
と

め
て
顎
関
節
症
と
呼
び
ま
す
。

以
前
は
顎
関
節
症
の
原
因
は

か
み
合
わ
せ
の
異
常
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
原
因
と
な
る
因
子
が
い
く

つ
か
あ
り
、

①「
く
い
し
ば
り
」「
歯
ぎ
し
り
」

②
ス
ト
レ
ス

③
左
右
ど
ち
ら
か
だ
け
で
か
む

偏
咀
嚼

④
う
つ
伏
せ
寝
、
頬
杖
を
つ
く

な
ど
の
日
頃
の
癖

⑤
悪
い
か
み
合
わ
せ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が

積
み
重
な
り
耐
久
限
界
を
超
え

た
と
き
に
発
症
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

治
療
方
法
で
す
が
、
以
前
は
、

大
掛
か
り
な
手
術
や
、
か
み
合

わ
せ
を
大
き
く
変
え
る
治
療
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
、
顎
関
節
症
は
、「
自
然

の
経
過
に
よ
り
、
治
癒
あ
る
い

は
症
状
の
軽
減
が
見
込
め
る
疾

患
」
と
の
考
え
方
が
大
勢
を
占

め
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
最
初
の
段
階
で

大
掛
か
り
な
治
療
を
行
わ
ず
、

薬
に
よ
る
治
療
や
顎
の
リ
ハ
ビ

リ
と
い
っ
た
治
療
が
主
体
と
な

っ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
注
意
い
た
だ
き
た
い

こ
と
で
す
が
、
顎
関
節
症
と
診

断
さ
れ
た
方
の
う
ち
5
〜
7
割

で
、
無
意
識
に
上
下
の
歯
を
合

わ
せ
る
癖
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

食
事
の
際
や
、
ス
ポ
ー
ツ
、

仕
事
な
ど
で
く
い
し
ば
る
時
以

外
、
上
下
の
歯
が
合
わ
さ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

何
も
し
て
い
な
い
時
で
も
歯
が

合
わ
さ
っ
て
い
る
方
は
、
普
段

か
ら
歯
が
合
わ
さ
っ
て
い
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
合
わ
さ
っ

て
い
る
場
合
は
、
顎
全
体
の
力

を
抜
き
、
歯
が
か
み
合
わ
な
い

よ
う
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
筋
肉
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

は
自
宅
で
も
で
き
ま
す
。
直
接

顎
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
生
活

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市立病院　歯科口腔外科

冨岡大寛  医師

顎
関
節
症
と
は
？

先月の 田澤智也さん（松尾）からのリレー

と
お
や
ま

の
り
ひ
ろ

遠
山
典
宏
さ
ん
（
南
信
濃
）

そ
の 

１５６

蓄
音
機
の
あ
る
サ
ロ
ン
で
楽
し
む
「
贅
沢
な
時
間
」

久
し
振
り
に
湯
布
院
の
溝

口
薫
平
さ
ん
、中
谷
健
太
郎

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。大
分

は
も
ち
ろ
ん
我
が
国
の
ま
ち

づ
く
り
を
語
る
上
で
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い「
レ
ジ
ェ
ン
ド

級
」の
お
二
人
で
す
が
、熊
本

地
震
で
旅
館
や
家
屋
が
一
部

被
災
し
た
と
お
聞
き
し
て
い

ま
し
た
の
で
、元
気
な
ご
様

子
に
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

中
谷
さ
ん
が
客
人
を
も
て

な
し
て
い
た
古
民
家
も
半
壊

し
た
そ
う
で
す
が
、改
築
し

て
一
階
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
用

の
壁
面
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
機
器

を
設
え
、二
階
の
壁
際
に
は

ぐ
る
り
と
本
棚
を
置
い
た
サ

ロ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま

し
た
。「
東
京
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン

し
た
方
が
蓄
音
機
専
門
店
を

開
い
た
の
で
気
軽
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
」と
言
い

な
が
ら
、部
屋
の
片
隅
に
あ

る
年
代
物
の
蓄
音
機
の
ハ
ン

ド
ル
を
回
し
、レ
コ
ー
ド
に
針

を
落
と
す
中
谷
さ
ん
の
姿
は

そ
れ
だ
け
で
絵
に
な
っ
て
い
ま

し
た
し
、流
れ
て
き
た
曲
は

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
衝
撃
的
な

も
の
で
し
た
。正
直
、手
動
の

蓄
音
機
か
ら
こ
ん
な
迫
力
あ

る
音
が
出
る
と
は
思
っ
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

天
龍
峡
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
務
め
て
い
た
だ
い
た
金
谷

俊
樹
さ
ん
が
こ
の
訪
問
に
同

行
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、「
と

て
も
贅
沢
な
時
間
だ
っ
た
」と

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。確
か

に
蓄
音
機
の
あ
る
サ
ロ
ン
で

中
谷
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
を

語
り
合
う
の
は
、私
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

「
コ
ン
パ
ス
ハ
ウ
ス
」

集
う
ヒ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
の

コ
ン
パ
ス
（
羅
針
盤
）
を
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
な
場
所
を
作
り
た
い
。
秘
境
と

も
呼
ば
れ
る
遠
山
郷
で
空
き
家
を
利
用

し
、
拠
点
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

主
要
メ
ン
バ
ー
は
20
代
の
若
者
5
人
。

出
身
や
仕
事
・
立
場
は
違
い
ま
す
が
、

共
通
し
て
い
る
の
は
「
遠
山
郷
が
好

き
」
と
い
う
熱
い
想
い
で
す
。
想
い
は

繋
が
り
、
地
域
の
人
や
興
味
を
持
っ
て

く
れ
た
方
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
協
力
で

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。

「
地
域
と
と
も
に
生
き
て
い
く
」
を
目

標
に
仲
間
と
と
も
に
日
々
奮
闘
中
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
緒
に
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

はらだ なみ

原田夏海 さん
（伊賀良小６年）

が
く

あ
ごへ

ん
そ
し
ゃ
く

ʙ�େֶੜ͔Βͷϝοη
ʔδ�ʙ

ʙ�େֶੜ͔Βͷϝοη
ʔδ�ʙ学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私はこれまで、当研究室で年に１度開か
れる飯田市シャレットワークショップに３度
参加させていただきました。シャレットワー
クショップとは、短期間で地域の課題を探
り、具体的な解決方法を提案する体験型
講座のことをいいます。今年開催された八
幡町区では、商業や飲食店が集積し、伊那
八幡駅や鳩ヶ嶺八幡宮といった地域の拠
点としての地域資源が存在する一方で、
空き店舗の増加や、地区の高齢化など、生
活様式が変わってきている部分も見られ
ます。そこで、地区の地域資源を生かしな
がら、将来のまちのあり方を考え、その答
えを、プランニングやデザインといった手
法で表現させていただきました。
今回、八幡町区の皆さまのご協力もあ

り、地域の方々と意見交換をする機会を多
くいただきました。その中で、今後地方都
市で起こりうる課題に直接的に触れ、また
地域の方々のこれまで培ってきたコミュニ
ティの重要性や、自然豊かな環境に触れる
ことができ、貴重な体験をさせていただき
ました。私は、来年度就職しますが、こうし
た経験を生かしていきたいです。

最終成果物発表時風景

飯田市シャレットワーク
ショップを通じて

上田 政道
豊橋技術科学大学大学院 博士前期課程２年

（愛知県刈谷市出身）
うえだ まさみち

No.５３

く
ん
ぺ
い

な
か
や
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か
な
や

中谷さんとの記念撮影

とみおか たかひろ

市 

長

　牧
野
光
朗

私の夢は、マッサージ師になることで
す。理由は、人のためになる仕事がしたい
と思ったからです。あと、おじいちゃん、
おばあちゃんとかが、「肩が痛い」などと
言った時に、やわらげてあげて、今まで私
にしてくれたことを思い出し、いつかは恩
返しができればと思っていたからです。
これから、たくさん努力することが増えて、大変かもしれな
いけど、この仕事が人のためになるなら、全力で勉強し、マッ
サージ師になれるように、頑張っていきたいと思っています。

マッサージ師になりたい

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

顎
の
関
節
周
辺
に
何
ら
か
の

異
常
が
あ
る
「
顎
が
痛
い
」「
顎

が
鳴
る
」「
口
が
開
け
づ
ら
い
」

な
ど
が
主
症
状
の
慢
性
疾
患

で
、
原
因
は
い
く
つ
か
あ
り
状

態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ま
と

め
て
顎
関
節
症
と
呼
び
ま
す
。

以
前
は
顎
関
節
症
の
原
因
は

か
み
合
わ
せ
の
異
常
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
原
因
と
な
る
因
子
が
い
く

つ
か
あ
り
、

①「
く
い
し
ば
り
」「
歯
ぎ
し
り
」

②
ス
ト
レ
ス

③
左
右
ど
ち
ら
か
だ
け
で
か
む

偏
咀
嚼

④
う
つ
伏
せ
寝
、
頬
杖
を
つ
く

な
ど
の
日
頃
の
癖

⑤
悪
い
か
み
合
わ
せ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が

積
み
重
な
り
耐
久
限
界
を
超
え

た
と
き
に
発
症
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

治
療
方
法
で
す
が
、
以
前
は
、

大
掛
か
り
な
手
術
や
、
か
み
合

わ
せ
を
大
き
く
変
え
る
治
療
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
、
顎
関
節
症
は
、「
自
然

の
経
過
に
よ
り
、
治
癒
あ
る
い

は
症
状
の
軽
減
が
見
込
め
る
疾

患
」
と
の
考
え
方
が
大
勢
を
占

め
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
最
初
の
段
階
で

大
掛
か
り
な
治
療
を
行
わ
ず
、

薬
に
よ
る
治
療
や
顎
の
リ
ハ
ビ

リ
と
い
っ
た
治
療
が
主
体
と
な

っ
て
い
ま
す
。

自
宅
で
注
意
い
た
だ
き
た
い

こ
と
で
す
が
、
顎
関
節
症
と
診

断
さ
れ
た
方
の
う
ち
5
〜
7
割

で
、
無
意
識
に
上
下
の
歯
を
合

わ
せ
る
癖
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

食
事
の
際
や
、
ス
ポ
ー
ツ
、

仕
事
な
ど
で
く
い
し
ば
る
時
以

外
、
上
下
の
歯
が
合
わ
さ
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

何
も
し
て
い
な
い
時
で
も
歯
が

合
わ
さ
っ
て
い
る
方
は
、
普
段

か
ら
歯
が
合
わ
さ
っ
て
い
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
合
わ
さ
っ

て
い
る
場
合
は
、
顎
全
体
の
力

を
抜
き
、
歯
が
か
み
合
わ
な
い

よ
う
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
筋
肉
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

は
自
宅
で
も
で
き
ま
す
。
直
接

顎
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
生
活

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市立病院　歯科口腔外科

冨岡大寛  医師

顎
関
節
症
と
は
？

先月の 田澤智也さん（松尾）からのリレー

と
お
や
ま

の
り
ひ
ろ

遠
山
典
宏
さ
ん
（
南
信
濃
）

そ
の 

１５６

蓄
音
機
の
あ
る
サ
ロ
ン
で
楽
し
む
「
贅
沢
な
時
間
」

久
し
振
り
に
湯
布
院
の
溝

口
薫
平
さ
ん
、中
谷
健
太
郎

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。大
分

は
も
ち
ろ
ん
我
が
国
の
ま
ち

づ
く
り
を
語
る
上
で
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い「
レ
ジ
ェ
ン
ド

級
」の
お
二
人
で
す
が
、熊
本

地
震
で
旅
館
や
家
屋
が
一
部

被
災
し
た
と
お
聞
き
し
て
い

ま
し
た
の
で
、元
気
な
ご
様

子
に
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

中
谷
さ
ん
が
客
人
を
も
て

な
し
て
い
た
古
民
家
も
半
壊

し
た
そ
う
で
す
が
、改
築
し

て
一
階
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
用

の
壁
面
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
機
器

を
設
え
、二
階
の
壁
際
に
は

ぐ
る
り
と
本
棚
を
置
い
た
サ

ロ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま

し
た
。「
東
京
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン

し
た
方
が
蓄
音
機
専
門
店
を

開
い
た
の
で
気
軽
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
」と
言
い

な
が
ら
、部
屋
の
片
隅
に
あ

る
年
代
物
の
蓄
音
機
の
ハ
ン

ド
ル
を
回
し
、レ
コ
ー
ド
に
針

を
落
と
す
中
谷
さ
ん
の
姿
は

そ
れ
だ
け
で
絵
に
な
っ
て
い
ま

し
た
し
、流
れ
て
き
た
曲
は

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
衝
撃
的
な

も
の
で
し
た
。正
直
、手
動
の

蓄
音
機
か
ら
こ
ん
な
迫
力
あ

る
音
が
出
る
と
は
思
っ
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

天
龍
峡
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
務
め
て
い
た
だ
い
た
金
谷

俊
樹
さ
ん
が
こ
の
訪
問
に
同

行
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、「
と

て
も
贅
沢
な
時
間
だ
っ
た
」と

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。確
か

に
蓄
音
機
の
あ
る
サ
ロ
ン
で

中
谷
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
を

語
り
合
う
の
は
、私
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

「
コ
ン
パ
ス
ハ
ウ
ス
」

集
う
ヒ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
の

コ
ン
パ
ス
（
羅
針
盤
）
を
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
な
場
所
を
作
り
た
い
。
秘
境
と

も
呼
ば
れ
る
遠
山
郷
で
空
き
家
を
利
用

し
、
拠
点
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

主
要
メ
ン
バ
ー
は
20
代
の
若
者
5
人
。

出
身
や
仕
事
・
立
場
は
違
い
ま
す
が
、

共
通
し
て
い
る
の
は
「
遠
山
郷
が
好

き
」
と
い
う
熱
い
想
い
で
す
。
想
い
は

繋
が
り
、
地
域
の
人
や
興
味
を
持
っ
て

く
れ
た
方
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
協
力
で

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。

「
地
域
と
と
も
に
生
き
て
い
く
」
を
目

標
に
仲
間
と
と
も
に
日
々
奮
闘
中
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
緒
に
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

はらだ なみ

原田夏海 さん
（伊賀良小６年）

が
く

あ
ごへ

ん
そ
し
ゃ
く

ʙ�େֶੜ͔Βͷϝοη
ʔδ�ʙ

ʙ�େֶੜ͔Βͷϝοη
ʔδ�ʙ学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私はこれまで、当研究室で年に１度開か
れる飯田市シャレットワークショップに３度
参加させていただきました。シャレットワー
クショップとは、短期間で地域の課題を探
り、具体的な解決方法を提案する体験型
講座のことをいいます。今年開催された八
幡町区では、商業や飲食店が集積し、伊那
八幡駅や鳩ヶ嶺八幡宮といった地域の拠
点としての地域資源が存在する一方で、
空き店舗の増加や、地区の高齢化など、生
活様式が変わってきている部分も見られ
ます。そこで、地区の地域資源を生かしな
がら、将来のまちのあり方を考え、その答
えを、プランニングやデザインといった手
法で表現させていただきました。
今回、八幡町区の皆さまのご協力もあ

り、地域の方々と意見交換をする機会を多
くいただきました。その中で、今後地方都
市で起こりうる課題に直接的に触れ、また
地域の方々のこれまで培ってきたコミュニ
ティの重要性や、自然豊かな環境に触れる
ことができ、貴重な体験をさせていただき
ました。私は、来年度就職しますが、こうし
た経験を生かしていきたいです。

最終成果物発表時風景

飯田市シャレットワーク
ショップを通じて

上田 政道
豊橋技術科学大学大学院 博士前期課程２年

（愛知県刈谷市出身）
うえだ まさみち

No.５３

く
ん
ぺ
い

な
か
や
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狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会

　
狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び
初
心

者
狩
猟
免
許
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
狩
猟
に
興
味
の
あ
る
方

や
野
生
鳥
獣
で
お
困
り
の
方
な

ど
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
新
た
に

狩
猟
免
許
を
取
得
さ
れ
た
方
に

は
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
狩
猟
免
許
試
験

○
試
験
日　
２
月
１７
日
㈯

○
試
験
会
場

　
長
野
県
飯
田
合
同
庁
舎

○
手
数
料

受
験
し
よ
う
と
す
る
免
許
の

種
類
１
件
に
つ
き
５
２
０
０

円
※
既
に
他
の
狩
猟
免
許
を
所
持

し
て
い
る
場
合
は
３
９
０
０

円
▼
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習

会　
○
期
日　
２
月
１０
日
㈯

○
場
所

　
長
野
県
飯
田
合
同
庁
舎

○
テ
キ
ス
ト
代

　
３
３
８
０
円

※
既
に
テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち
の

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

▼
申
込
受
付
期
間

　
１
月
１５
日
㈪
〜
２６
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
試
験
・
講
習
会
に
つ
い
て

　
南
信
州
地
域
振
興
局

　
林
務
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
２
３

○
助
成
制
度
に
つ
い
て　
　
　

　
農
業
課

　
内
線
４
８
１
２

美
博
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会
場
使
用
抽
選
会

　
美
術
博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化

芸
術
活
動
の
発
表
の
場
で
す
。

平
成
３０
年
度
の
抽
選
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

次
の
全
て
に
該
当
し
て
い
る

方
○
飯
田
市
ま
た
は
下
伊
那
郡
に

住
所
が
あ
る
個
人
ま
た
は
団

体
○
自
然
・
人
文
・
美
術
お
よ
び

文
化
芸
術
に
関
す
る
創
造
活

動
の
発
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
こ
と

▼
使
用
で
き
る
期
間　

６
日
間
の
使
用
が
原
則

（
区
分
け
は
あ
ら
か
じ
め
美

術
博
物
館
で
設
定
）

▼
使
用
料
な
ど

○
使
用
料

　
２
５
０
０
円
／
日

○
冷
暖
房
費

　
７
５
０
円
／
日

▼
抽
選
会
日
時

　
２
月
４
日
㈰　
午
前
１０
時
〜

▼
抽
選
会
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
学
芸
祭

　
学
芸
職
員
が
日
頃
の
研
究
成

果
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し

子
ど
も
美
術
学
校
作
品
展

　
美
術
博
物
館
「
子
ど
も
美
術

学
校
」
の
子
ど
も
７５
人
が
、
１

年
を
通
し
て
製
作
し
た
６
種
類

の
課
題
、
４
５
０
点
の
作
品
を

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま

す
。
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
感

性
が
あ
ふ
れ
、
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
作
品
で
す
。

▼
展
示
期
間

１
月
２５
日
㈭
〜
２
月
１２
日
㉁

▼
場
所

美
術
博
物
館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

ま
す
。
講
堂
で
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
た
り
、
ロ
ビ
ー
東
側
に
掲
示

し
た
ポ
ス
タ
ー
の
前
で
お
話
し

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で

参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

２
月
４
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

▼
場
所

美
術
博
物
館

講
堂
お
よ
び
ロ
ビ
ー
東
側

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８
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平
成
３０
年
度
固
定
資
産
税

の
償
却
資
産
の
申
告

　
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る

飯
田
市
内
の
償
却
資
産
の
所
有

状
況
を
、
１
月
末
ま
で
に
申
告

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
３０
年
度
償
却
資
産
申
告

書
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
申
告

書
に
同
封
の
「
償
却
資
産
（
固

定
資
産
税
）
申
告
の
手
引
」
を

参
考
に
、
期
限
内
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
所
有
さ
れ
て
い
る
資
産
に
変

更
が
な
い
場
合
も
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
償
却
資
産
と
は

償
却
資
産
と
は
、
事
業
を
営

む
個
人
や
法
人
が
、
そ
の
事

業
に
使
用
す
る
た
め
に
所
有

し
て
い
る
、
構
築
物
、
機
械
、

運
搬
具
、
器
具
お
よ
び
備
品

な
ど
の
事
業
用
資
産
を
い
い

ま
す
。

※
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

家
屋
や
、
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
の
対
象
と
な
る
も
の

は
除
き
ま
す
。

○
償
却
資
産
の
一
例

広
告
塔
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
農
機
具
類
、

門
な
ど
の
外
構
工
事
、
駐
車

場
な
ど
の
舗
装
路
面
、
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど

▼
申
告
書
に
つ
い
て

事
業
開
設
届
や
調
査
を
基
に

償
却
資
産
申
告
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
で
申
告
書
が
届
か

な
い
方
は
、
お
手
数
で
す
が

税
務
課
資
産
税
家
屋
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
。

▼
提
出
先

税
務
課
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
（
橋
北
、
橋
南
、
羽
場
、

丸
山
、
東
野
地
区
を
除
く
）

▼
申
告
期
限　
１
月
３１
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
課　
資
産
税
家
屋
係

内
線
５
１
７
８

セ
ン
タ
ー
試
験
実
施
に

伴
う
ご
協
力
の
お
願
い

　
「
平
成
３０
年
度
大
学
入
学
者

選
抜
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
」
が
、
飯
田
高
等
学
校
を
試

験
場
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
試
験
当
日
は
、
受
験
生
の
送

迎
の
た
め
周
辺
道
路
で
交
通
渋

滞
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

静
穏
な
環
境
で
の
円
滑
な
試
験

の
実
施
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
試
験
日

　
１
月
１３
日
㈯
・
１４
日
㈰

▼
問
い
合
わ
せ　

　
信
州
大
学

　
学
務
部　
入
試
課

☎
０
２
６
３（
３
７
）２
１
９
２

所
得
申
告
前
に
高
額
療

養
費
の
支
給
申
請
を

　
飯
田
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
の
高
額
療
養

費
の
支
給
申
請
手
続
き
は
、
該

当
す
る
医
療
機
関
な
ど
の
領
収

書
が
必
要
で
す
。
領
収
書
が
無

い
場
合
、
支
払
い
の
証
明
が
で

き
ず
支
給
を
受
け
ら
れ
な
い
場

飯
田
運
動
公
園
県
営
施
設

利
用
申
込
の
受
付
開
始

　
飯
田
運
動
公
園
の
県
営
野
球

場
、
多
目
的
広
場
、
弓
道
場
に

つ
い
て
、
４
月
か
ら
平
成
３１
年

３
月
ま
で
の
利
用
申
込
の
受
け

付
け
を
始
め
ま
す
。

▼
一
斉
受
付
（
抽
選
）
日
時　

　
１
月
３０
日
㈫

　
午
後
７
時
〜
９
時

※
午
後
７
時
か
ら
１
回
目
の
抽

選
を
行
い
ま
す
。

▼
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
３
階

Ｃ
３
１
１
・
３
１
２
会
議
室

※
利
用
許
可
書
の
郵
送
を
ご
希

合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
２９
年
１１
月
・
１２
月
に
高

額
な
医
療
費
を
ご
負
担
さ
れ
た

方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
前
に
高
額
療
養
費
の
支
給

申
請
を
し
て
か
ら
所
得
申
告

を
す
る

○
所
得
申
告
の
際
、
領
収
書
を

返
却
し
て
も
ら
い
、
そ
の
上

で
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

を
す
る

▼
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課　
国
保
係

　
内
線
５
５
２
２

望
の
方
は
、
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
一
斉
受
付
日
以
降
は
、
通
常

ど
お
り
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
課
窓
口
に
て
、
平
日
午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５

分
の
間
に
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

内
線
３
７
３
３

１月１５日号は休刊です
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平
成
３０
年
度

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　
平
成
２９
年
中
に
給
与
・
賃
金

な
ど
を
支
払
わ
れ
た
事
業
主
の

方
（
会
社
な
ど
）
は
、
従
業
員

（
受
給
者
）
が
平
成
３０
年
１
月

１
日
現
在
、
実
際
に
居
住
し
て

い
る
市
区
町
村
に
「
給
与
支
払

報
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
報
告
対
象
と
な
る
従
業
員

平
成
２９
年
中
に
給
与
な
ど
を

支
払
っ
た
全
て
の
従
業
員

※
青
色
事
業
専
従
者
、
中
途
退

職
者
、
短
期
雇
用
者
（
パ
ー

ト
、
臨
時
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
）
も
含
み
ま
す
。

▼
提
出
の
際
の
注
意
点

平
成
３０
年
度
か
ら
原
則
す
べ

て
の
事
業
主
の
皆
さ
ま
に
従

業
員
の
市
・
県
民
税
を
特
別

徴
収
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
給
与
支
払
報

告
書
の
提
出
方
法
が
昨
年
と

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
先

従
業
員
の
平
成
３０
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
の
市
町
村

▼
提
出
期
限　
１
月
３１
日
㈬

※
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
シ

ス
テ
ム
）
に
よ
る
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
も
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
地
方
電
子
化
協

議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
市
民
税
係

　
内
線
５
１
６
６

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

女
性
就
業
支
援
員
（
原
）

☎
０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
飯
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動
」

の
支
援
と
し
て
、
書
き
そ
ん
じ

ハ
ガ
キ
を
集
め
、
発
展
途
上
国

の
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

人
々
へ
の
教
育
支
援
活
動
に
役

立
て
て
い
ま
す
。
１
枚
で
も
結

構
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
世
界
に
は
、
貧
困
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
学
校

に
通
え
な
い
子
ど
も
が
約

６
１
０
０
万
人
、
学
校
に
行

け
な
か
っ
た
た
め
文
字
の
読

み
書
き
が
で
き
な
い
１５
歳
以

上
の
人
が
約
７
億
５
０
０
０

万
人
い
て
、
そ
の
７
割
が
ア

ジ
ア
に
該
当
し
ま
す
。

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ
が
、
ネ
パ
ー

ル
で
は
鉛
筆
７
本
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
ノ
ー
ト
２
冊

に
な
り
ま
す
。
ま
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
は
、
１１
枚
の
ハ
ガ
キ

で
１
人
が
ひ
と
月
学
校
に
通

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
受
付
方
法

市
役
所
受
付
、
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
課
、
り
ん
ご
庁
舎

市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、

図
書
館
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

市
内
の
各
小
・
中
学
校
で
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組

ん
で
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間

　
３
月
２
日
㈮
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　
地
育
力
向
上
係

　
内
線
３
７
４
５

第
１２
回
飯
田
市
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
社
会
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
気

運
を
高
め
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

意
義
を
普
及
啓
発
す
る
た
め
に
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
自
分
の

将
来
へ
の
夢
や
希
望
に
向
け
て
、

「
学
ぶ
目
的
」
や
「
働
く
意
味
」

を
考
え
、「
自
分
の
生
き
方
」

を
探
す
た
め
の
教
育
で
す
。
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
柱
と
な
る
の
が

職
場
体
験
学
習
を
は
じ
め
と
す

る
体
験
活
動
で
す
。
ふ
る
さ
と

で
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
を
深
め
て
い

く
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
２７
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

※
午
後
０
時
３０
分
か
ら
受
付

▼
場
所

　
飯
田
市
公
民
館
ホ
ー
ル

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。
近
隣
の
駐
車
場
ま
た

は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
内
容

○
「
結
い
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
」
の
活
動
の
発
表

○
下
久
堅
小
学
校
の
発
表

○
飯
田
風
越
高
等
学
校
の
発
表

○「
第
８
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
優
秀
作

品
の
発
表

○「
第
７
回
わ
が
家
の
結
い
タ

イ
ム
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」

入
賞
作
品
の
発
表

○
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　

「
働
く
こ
と
の
意
味
」・「
地

域
と
の
関
わ
り
」・「
私
と

飯
田
の
未
来
を
語
る
」
を
柱

に
、
結
い
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
が
問
題
提
起
し
、
会
場
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。

※
ご
来
場
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

発
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
司
会
、
会
場
設
営
・
受
付
な

ど
の
運
営
も
、
結
い
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
が
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　
地
育
力
向
上
係

　
内
線
３
７
４
３
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再
エ
ネ
活
用
認
定
事
業

報
告
会
・
情
報
交
換
会

　
「
飯
田
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
よ
る
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
条

例
」
で
支
援
す
る
地
域
公
共
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業

が
、
現
在
９
件
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
認
定
事
業
の
活
動
報
告

会
と
、
再
エ
ネ
審
査
会
委
員
や

認
定
事
業
者
と
の
情
報
交
換
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
１
月
２６
日
㈮

　
午
後
３
時
〜
６
時
４０
分

▼
場
所

　
市
役
所
Ｃ
棟
３
階

　
３
１
１
〜
３
１
３
会
議
室

▼
参
加
費

　
報
告
会　
無
料

　
情
報
交
換
会　
２
０
０
０
円

▼
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

　
内
線
５
４
７
４

０
２
６
５（
２
２
）４
６
７
３

sakugen_co2@city.iida.lg.jp

女
性
限
定
の
合
同
面
接
会

　

長
野
県
で
は
、「
働
き
た
い

女
性
」
と
「
雇
い
た
い
企
業
」

の
出
会
い
の
場
と
な
る
、
就
職

に
向
け
て
の
面
接
会
（
会
社
説

明
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者

○
現
在
、
再
就
職
や
転
職
を
希

望
し
て
い
る
女
性

○
こ
の
春
に
お
子
さ
ん
を
保
育

園
や
幼
稚
園
に
預
け
て
就
職

を
希
望
す
る
女
性

▼
日
時

　
１
月
２８
日
㈰

　
午
前
１０
時
３０
分
〜

　
午
後
０
時
３０
分

▼
場
所

　
か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

▼
内
容

出
展
企
業
の
採
用
担
当
者
か

ら
直
接
求
人
内
容
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
個
別
対
応
で
応

募
で
き
ま
す
。

※
予
約
お
よ
び
履
歴
書
不
要
。

普
段
着
、
お
子
さ
ま
連
れ
で

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

南
信
州
地
域
振
興
局

商
工
観
光
課

女
性
就
業
支
援
員
（
原
）

☎
０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１

サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ
閉
館

　
飯
田
市
桐
林
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い

だ
）
は
、
平
成
２９
年
１２
月
２８
日

を
も
っ
て
閉
館
と
な
り
ま
し
た
。

長
い
間
の
ご
利
用
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
受
講
い
た
だ
い
て

い
た
講
座
は
、
下
表
の
会
場
で

開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
　
飯
田
勤
労
者
共
済
会

☎
０
２
６
５（
５
２
）６
５
６
６

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
実
施
期
間
延
長

　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
遅
れ
て

い
る
た
め
、
公
費
助
成
期
間
を

延
長
し
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
医
療
機
関
へ

予
約
の
う
え
、
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

▼
公
費
助
成
期
間

　
１
月
３１
日
㈬
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課　
健
康
推
進
係

　
内
線
５
５
１
３

１月１５日号は休刊です
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農
地
相
談

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

農
業
者
年
金
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
、
各
地
区
担
当
の
農
業
委

員
と
農
業
委
員
会
事
務
局
職
員

が
受
け
付
け
ま
す
。

　
開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
は
予
約

が
必
要
で
す
。
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事

務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
開
催
地
区

○
２
月
１
日
㈭　

飯
田
・
上
郷
・
千
代
・
上
村

・
南
信
濃

○
２
月
２
日
㈮　
座
光
寺

○
２
月
５
日
㈪　
上
久
堅

○
２
月
６
日
㈫　
川
路

〇
２
月
７
日
㈬　
伊
賀
良

〇
２
月
８
日
㈭　
三
穂

▼
場
所　

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

▼
時
間

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

※
次
の
地
区
は
場
所
お
よ
び
時

間
が
異
な
り
ま
す
。

○
南
信
濃

　
南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

○
上
村

　
上
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　
午
後
３
時
〜
４
時　

▼
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

　
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
活
動

を
行
う
た
め
の
幅
広
い
分
野
の

学
習
・
実
践
を
行
い
ま
す
。

▼
飯
伊
学
部
（
一
般
コ
ー
ス
）

○
対
象

概
ね
５０
歳
以
上
で
、
積
極
的

に
地
域
活
動
を
目
指
す
方

※
平
成
２７
年
以
前
に
長
野
県
シ

ニ
ア
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方

も
入
学
で
き
ま
す
。

○
主
な
学
習
場
所

　
県
飯
田
合
同
庁
舎

○
学
習
分
野　

知
識
や
教
養
の
講
座
、
趣
味

と
健
康
づ
く
り
の
実
技
、
社

会
参
加
活
動
の
実
践
な
ど

○
学
習
期
間

２
年
間

（
１
日
４
時
間
×
１５
日
間
）

○
定
員　
１
１
０
人

○
授
業
料

　
年
間
１
万
円

※
改
定
さ
れ
る
場
合
あ
り

※
教
材
費
、
自
治
会
活
動
費
は

別
途

○
応
募
方
法

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉

課
、
市
役
所
長
寿
支
援
課
ま

た
は
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

（
橋
北
、
橋
南
、
羽
場
、
丸

山
、
東
野
地
区
は
各
公
民

館
）
に
用
意
し
て
あ
る
願
書

に
記
入
し
、
窓
口
に
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　
２
月
１
日
㈭
〜
２８
日
㈬

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

○
入
学
者
決
定

３
月
下
旬
に
飯
田
保
健
福
祉

事
務
所
か
ら
通
知
し
ま
す
。

▼
長
野
学
部
（
専
門
コ
ー
ス
）

（
平
成
２９
年
度
開
設
）

○
対
象　

概
ね
５０
歳
以
上
で
、
地
域
課

題
を
解
決
す
る
専
門
的
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
、
実
践
者
と

し
て
活
動
し
よ
う
と
す
る
方

○
定
員　
３０
人　
　

○
授
業
料　
　

　
年
間
２
万
６
０
０
０
円

※
そ
の
他
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

○
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

　
福
祉
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
６
４

○
長
寿
支
援
課　
長
寿
支
援
係

　
内
線
５
７
５
７

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

学
生
募
集

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
募
集

　
「
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
」

は
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
企

画
・
運
営
す
る
人
形
劇
の
祭
典

で
す
。

　
実
行
委
員
は
年
間
を
通
じ
て

公
演
や
パ
レ
ー
ド
、
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
な
ど
、
催
事
全
般
の
企
画

・
準
備
、
広
報
活
動
を
行
い
、

当
日
は
公
演
・
催
事
の
運
営
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
ま

と
め
役
な
ど
を
務
め
ま
す
。

　
今
年
の
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ

ス
タ
は
２０
周
年
の
記
念
フ
ェ
ス

タ
と
な
り
、
８
月
３
日
㈮
か
ら

１２
日
㈰
ま
で
の
１０
日
間
の
開
催

で
す
。

▼
応
募
方
法

所
定
の
登
録
用
紙
を
文
化
会

館
窓
口
へ
持
参
、
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
提
出
い
た
だ

く
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
必
要
事

項
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
登
録

用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
登
録
用
紙
は
い
い
だ
人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

▼
応
募
締
切

　
２
月
２８
日
㈬

※
締
め
切
り
が
過
ぎ
て
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
０
０
５
１

高
羽
町
５
―
５
―
１

飯
田
文
化
会
館
内

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会

☎
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２

０
２
６
５（
２
３
）３
５
３
３

festa2018@iida-puppet.com

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ



生涯学習・スポーツ課 スポーツ振興係 内線３７３２
問い合わせ・申し込み

「市内神社めぐりウォーク」
飯田市街地の有名神社を巡ります
z日時／１月２１日㈰

８：００（集合）～９：００
z集合場所／飯田文化会館
z申込締切／１月１５日㈪

１月の“月いちウォーキング”情報
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美
博
の
文
化
講
座

　
南
信
州
を
代
表
す
る
民
俗
芸

能
、
新
野
の
雪
祭
り
（
阿
南

町
）。
国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
の
祭

り
に
つ
い
て
、
そ
の
全
貌
を
撮

影
し
た
映
像
を
上
映
し
、
深
い

意
味
が
込
め
ら
れ
た
祭
り
の
魅

力
を
解
説
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

新
野
の
雪
祭
り
の
魅
力
〜
秘

め
ら
れ
た
意
味
を
さ
ぐ
る
〜

▼
日
時
・
内
容

　
１
月
７
日
㈰　

○
午
前
９
時
５０
分
〜

午
後
０
時
１５
分

記
録
映
像
「
新
野
の
雪
祭

り
」
前
半

○
午
後
１
時
〜
２
時
１０
分

講
演
「
新
野
の
雪
祭
り
の
特

質
」

○
午
後
２
時
２０
分
〜
４
時
５０
分

記
録
映
像
「
新
野
の
雪
祭

り
」
後
半

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

櫻
井
弘
人

（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
天
文
講
座

　
冬
の
星
座
と
、
月
が
地
球
の

影
に
重
な
る
天
文
現
象
、
皆
既

月
食
を
観
察
し
ま
す
。
ダ
イ
ナ

美
博
の
自
然
講
座
１

　
里
に
す
む
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
、

高
山
に
進
出
す
る
シ
カ
や
サ
ル

な
ど
、
伊
那
谷
に
は
た
く
さ
ん

の
動
物
た
ち
が
生
活
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
動
物
た
ち
の
生

き
ざ
ま
を
知
る
こ
と
で
、
も
う

一
度
、
伊
那
谷
の
自
然
環
境
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
テ
ー
マ

　
伊
那
谷
の
動
物
た
ち
は
い
ま

▼
日
時

　
１
月
１３
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

　
吉
田
保
晴
さ
ん

　
（
伊
那
谷
自
然
友
の
会
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　
水
質
の
変
化
や
外
来
種
の
侵

入
な
ど
で
、
水
中
の
生
き
物
た

ち
は
昔
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
水
生
昆
虫
や
魚
の
調
査
か

ら
見
え
て
き
た
、
天
竜
川
の
生

き
物
た
ち
の
い
ま
を
紹
介
し
ま

す
。

▼
テ
ー
マ

変
化
す
る
天
竜
川
の
生
き
物

た
ち

▼
日
時　
２
月
１０
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

久
保
田
憲
昭
さ
ん
（
天
竜
川

総
合
学
習
館
か
わ
ら
ん
べ
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
自
然
講
座
２

ミ
ッ
ク
な
天
文
現
象
を
一
緒
に

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
テ
ー
マ

　
皆
既
月
食
を
見
よ
う

▼
日
時

　
１
月
３１
日
㈬

午
後
８
時
３０
分
〜
１０
時

▼
集
合
場
所

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

※
玄
関
向
か
っ
て
右
側
の
屋
上

階
段
を
上
が
り
、
科
学
工
作

室
入
口
か
ら
直
接
お
入
り
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

▼
申
込
締
切　
１
月
３０
日
㈫

※
雨
天
中
止

※
未
成
年
の
方
は
保
護
者
の
方

と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
を
聞
き
な
が
ら
、
一
緒
に
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者

飯
田
市
在
住
の
障
が
い
の
あ

る
方

▼
日
時

　
２
月
４
日
㈰
、
２５
日
㈰

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▼
場
所

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
東
栄
町
３
１
０
８
―
１
）

▼
参
加
費　
１
０
０
円

▼
持
ち
物

飲
み
物
、
運
動
の
で
き
る
服

装
▼
定
員　
１０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

▼
申
込
締
切　
１
月
１９
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
通
訳
者
・
介
添
者
な
ど
は
各

自
で
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

※
付
き
添
い
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
場
合
は
、
事
前
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

１月１５日号は休刊です



http://w
w
w
.city.iida.lg.jp/

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

飯田市は、ＣＯ２排出量の少ない乗り物への転換を進めるとともに
自転車によるまちなか観光の推進を図ります。レンタサイクル事業

໾ॴࢢ Ӌ৔ެຽؗ
ඒज़ത෺ؗ ຽؗެࢁؙ
ຽؗެࢢ ౦໺ެຽؗ
๺ެຽؗڮ Τίϋ΢ε
ೆެຽؗڮ ൧ాӺޫ؍Ҋ಺ॴ
ఱཾڦҊ಺ॴ ԕޫ؍ڷࢁҊ಺ॴ
·ͪͳ͔ΠϯϑΥϝʔγϣϯηϯλʔ

●平日、休日にかかわらず、市民の皆さんが自由に利用できる
電動自転車などを公共施設に配置しました。

˔利用をご希望の方は、登録申請が必要です。
※登録申請はどこの貸出場所でもできますが、
環境モデル都市推進課以外で申請された場合、
利用証は後日郵送になります。
※登録申請には身分証明書が必要です。
※利用対象者は中学生以上です｡
　中学生が登録申請する場合は、保護者の同意（承諾印）が必要です｡

˙໰͍߹Θͤʗڥ؀Ϟσϧ౎ࢢਪਐ՝ɹ಺ઢ̑ ̐̓ ̏★貸出受付時間　９：００～１６：００

̓୆ １୆
̐୆ １୆
１୆ １୆
２୆ ̐୆
１୆ ̐୆
̐୆ ２୆

̐୆
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く
ら
し
に
役
立
つ

法
律
の
は
な
し

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

る
講
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

身
近
な
法
律
問
題
〜
結
婚
の

法
律
、
相
隣
関
係
、
借
金
と

保
証
人
な
ど
〜

▼
日
時

１
月
１９
日
㈮

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

長
谷
川
敬
子
弁
護
士

（
長
谷
川
法
律
事
務
所
）

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

女
性
の
再
就
職
活
動
前

準
備
セ
ミ
ナ
ー

　
長
野
県
で
は
、
子
育
て
を
し

な
が
ら
再
就
職
を
希
望
す
る
女

性
の
た
め
の
支
援
事
業
と
し
て
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
１
月
３１
日
㈬

　
午
前
１０
時
〜
正
午

▼
場
所

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
東
栄
町
３
１
０
８
―
１
）

▼
内
容

扶
養
内
で
の
働
き
方
、
働
き

た
い
時
間
帯
で
条
件
の
合
う

仕
事
の
探
し
方
、
現
在
の
求

人
情
報
、
今
後
を
見
据
え
た

仕
事
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、

着
実
で
効
率
の
よ
い
再
就
職

を
支
援
す
る
内
容
で
す
。

▼
託
児

無
料
託
児
付
き
で
ゆ
っ
く
り

受
講
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
託
児
は
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

南
信
州
地
域
振
興
局

商
工
観
光
課

女
性
就
業
支
援
員
（
原
）

☎
０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１

（
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
受
付
）

伊
那
谷
の
自
然
と
文
化

学
び
あ
い
講
座

　
初
心
者
向
け
の
や
さ
し
い
講

座
で
す
。

▼
演
題

「
民
俗
芸
能
の
宝
庫
―
南
信

州
」
っ
て
何
な
の
？

▼
日
時

１
月
２７
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

櫻
井
弘
人

（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

※
聴
講
無
料
、
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

文
化
財
保
護
係

内
線
３
７
５
４

歌
舞
伎
ソ
ム
リ
エ

歌
舞
伎
講
座

　
歌
舞
伎
初
心
者
の
方
に
も
楽

し
く
て
分
か
り
や
す
い
歌
舞
伎

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
歌
舞
伎
公
演
の
同
時
解
説
・

イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
、

メ
デ
ィ
ア
出
演
な
ど
多
方
面
で

活
躍
す
る
「
歌
舞
伎
ソ
ム
リ

エ
」
が
、
皆
さ
ま
を
歌
舞
伎
の

世
界
へ
誘
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

地
芝
居
と
大
歌
舞
伎
の
つ
な

が
り

○
大
鹿
村
、
下
條
村
を
は
じ
め

と
す
る
地
芝
居
と
、
大
歌
舞

伎
の
歴
史
的
な
関
係
な
ど
を

楽
し
く
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時

　
１
月
１４
日
㈰　

　
午
後
２
時
〜

※
午
後
１
時
３０
分
か
ら
受
付

▼
場
所

　
飯
田
人
形
劇
場

▼
講
師

お
く
だ
健
太
郎
さ
ん

（
歌
舞
伎
ソ
ム
リ
エ
）

▼
参
加
費　
５
０
０
円

▼
申
込
方
法

　
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

※
未
就
学
児
入
場
不
可
。

※
無
料
の
託
児
あ
り
。
希
望
者

は
１
月
５
日
㈮
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
文
化
会
館

☎
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２



乗換新駅の設置に向けて乗換新駅の設置に向けて
○平成２９年６月に飯田市が策定した
「リニア駅周辺整備基本計画」を踏
まえ、広域交通拠点として位置づけ
る「リニア駅」の利便性を高めるため、
リニア中央新幹線とＪＲ飯田線の相
互を円滑に乗り換えられるよう、「乗
換新駅」の設置を検討していきます。

○乗換新駅の計画候補地については、
リニア駅との間の移動距離が短いこ
とや、乗換新駅の整備のために移転
する家屋が生じないこと、新たな道
路整備が必要ないことなどを条件に
検討しています。 （右図のとおり）

○市では今後、請願駅として乗換新駅
を整備するこ
とについて、
関係機関との
検討・協議を
進めていきま
す。

˔໰͍߹ΘͤʗϦχΞਪਐ՝ɹ಺ઢ����

乗換
新駅
（計
画候
補地
）

乗換
新駅
（計
画候
補地
）

JR飯
田線

JR飯
田線

県道
市場
桜町
線

県道
市場
桜町
線
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றं৔

ύʔΫ̱ ϥΠυ
றं৔

ύʔΫ̱ ϥΠυ
றं৔

ύʔΫ̱ ϥΠυ
றं৔ίϛϡχςΟ

৔޿
ίϛϡχςΟ
৔޿

ަ௨޿৔ަ௨޿৔

ަ௨޿৔ަ௨޿৔

ັྗൃ৴ࢪઃ
৔޿ྲྀަ

ັྗൃ৴ࢪઃ
৔޿ྲྀަ

༺ՍԼརߴ

ௐ੔஑ௐ੔஑

ௐ੔஑ௐ੔஑

ೆ๺ಓ࿏

ί
ϯ
ί
ʔ
ε

ಓ࿏

国
道１
５３
号

国
道１
５３
号

座光寺上郷道路

座光寺上郷道路

˛ϦχΞӺपล੔උجຊܭըͷӺपล੔උͷΠϝʔδΛݩʹͨ͠ਤ
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パ
ソ
コ
ン
教
室

　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
学
生
主

催
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時

　
３
月
１５
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所

　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

▼
各
コ
ー
ス
の
内
容

○
Ａ
コ
ー
ス
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
の
機
能
を
使
っ
た

目
次
や
ペ
ー
ジ
番
号
の
あ
る

長
文
の
作
成

○
Ｂ
コ
ー
ス
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）

簡
単
な
関
数
と
用
途
に
合
っ

た
グ
ラ
フ
の
作
成
・
編
集

▼
資
料
代

　
各
コ
ー
ス
２
０
０
円

▼
持
ち
物

筆
記
用
具
、
デ
ー
タ
持
ち
帰

り
用
媒
体
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
な
ど
）

▼
定
員

　
各
コ
ー
ス
２０
人
（
先
着
）

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
飯
田
コ
ア
カ
レ

ッ
ジ
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

　
２
月
１
日
㈭
〜
２３
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

☎
０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

歴
史
研
究
所
地
域
史
講
座

　
大
逆
事
件
な
ど
の
著
名
な
事

件
を
担
当
し
、「
反
骨
の
弁
護

士
」
と
し
て
知
ら
れ
る
上
飯
田

村
出
身
の
今
村
力
三
郎
。
戦
後

は
母
校
専
修
大
学
の
総
長
を
務

め
ま
し
た
。

　
そ
の
生
涯
と
故
郷
飯
田
と
の

か
か
わ
り
、
ま
た
一
家
離
郷
の

背
景
を
地
元
史
料
と
写
真
に
よ

り
た
ど
り
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

今
村
力
三
郎
―
そ
の
生
涯
と

上
飯
田
―

▼
日
時

　
１
月
２７
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

▼
場
所

　
市
役
所
Ｃ
棟
３
階
会
議
室

▼
講
師

本
島
和
人

（
歴
史
研
究
所
調
査
研
究
員
）

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

１月１５日号は休刊です



今月のプレゼント今月のプレゼント

５組様に
プレゼント

応募締切 １月２９日㈪ （必着）
次の事項を必ず記入し、官製はがきまたはＥメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
z良かった記事 z良くなかった記事 zその他感想など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 飯田市大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※抽選結果はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

天龍峡温泉交流館 ご湯っくり
『若がえりの湯』 ペア入浴券

天龍峡温泉交流館ご湯っくり「若がえりの湯」天龍峡温泉交流館ご湯っくり「若がえりの湯」
⽂料金ʗେਓ̑ ００ԁɺࢠͲ΋２̑０ԁ�ʢ̏ ະຬແྉʣࡀ
⽂時間ʗޕલ１０࣌ʙ࣌̕ޙޕ�ʢ࠷ऴड෇̏࣌８ޙޕ ０෼ʣ

◎ご湯っくり内のお食事処「そばの郷 農耕百花」も
　ご利用ください。

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

૬ ஊ ໊ ೔ɹ࣌ ৔ɹॴ ໰͍߹Θͤ ૬ ஊ ໊ ೔ɹ࣌ ৔ɹॴ ໰͍߹Θͤ
市役所Ａ棟１階

ڭ ҭ ૬ ஊ

ߦ ੓ ૬ ஊ

݁ ࠗ ૬ ஊ

͜͜Ζͷ૬ஊ೔

市役所C棟１階

市役所Ａ棟３階
（産業振興課内）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００ 市役所Ａ棟３階 教育相談室

☎０２６５（５３）８７３０

毎月第２火曜日
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

※本人確認がで
きる書類と写
真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

毎月第２月曜日
１３：３０～
１５：００～

市役所
保健センター２階

保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

ো͕͍ͷ͋Δํ
·ͨ͸

͝Ո଒ͷ૬ஊ

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

ফඅੜ׆૬ஊ
ʢଟॏ࠴຿૬ஊΛؚΉʣ

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

δϣϒΧϑΣ͍͍ͩ
बݸ׆ผ૬ஊ

தখܦۀاӦऀ
ͷͨΊͷ

Ӧ೰Έ૬ஊܦ

๏཯૬ஊ
ʢ܎૪தͷ
΋ͷ͸আ͘ʣ

毎月第３木曜日
１３：００～１７：００

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（常盤町４１）

ジョブカフェいいだ
内線３５１４
（予約制）

市役所内
（予約時確認）

ۭ͖Ոʹؔ͢Δ
ແྉ૬ஊ

毎月５日
１３：００～１７：００

ふるさと定住支援課
内線５４４３
（予約制）

市役所
保健センター２階ෆ೛ɾෆҭ૬ஊ

１月２３日（火）
１５：００～１９：００
２月６日（火）
１３：００～１７：００

保健課健康推進係
内線５５１３
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

さんとぴあ飯田
（ほっとカフェわたの実）

ೝ஌঱ͷํ΍
Ո଒ͷ૬ஊɾަ ྲྀ

毎月第２・４木曜日
１０：００～１２：００

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

まいさぽ 飯 田ੜ׆΍ब࿑ͳͲ
ͷ૯߹తͳ૬ஊ

毎週月～金曜日
９：３０～１７：００

まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５７３９

毎月第３火曜日
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５４５２
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ 社会福祉協議会

☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週水・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

毎月第２・４水曜日
１２：３０～１５：３０
（４月無し、５月第２
水曜日除く）

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外
国
語
相
談

市役所Ａ棟１階
（外国人相談窓口）

男女共同参画課
内線５４５１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

ޢͷհऀྸߴ
༧๷΍ੜ׆ͷ
૬ஊ

੒೥ݟޙ૬ஊ

の

相

談

女
性
の
た
め

心
　配
　ご
　と
　相
　談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

市役所Ａ棟１階

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

೰Έ͝ͱ

๏཯૬ஊ

ಛผ૬ஊ
ʢ๏཯తʣ

Ұൠ૬ஊϙϧτΨϧޠ

λΨϩάޠ
ӳ ޠ

த ࠃ ޠ

८ճ࿑ಇ૬ஊ
ʢ༧໿੍ʣ

ࢠ ҭ ͯ ૬ ஊ
ԉɾबֶ૬ஊࢧҭڭ
Ոఉࣇಐ૬ஊ

内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
こども家庭応援
セ ン タ ー

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。
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生涯学習・スポーツ課 スポーツ振興係
☎０２５６（２２）４５１１（内線３７３２）　　０２６５（５３）４５４６　　 sports@city.iida.nagano.jp

陸上教室・体験会陸上教室・体験会陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教陸上教室・室・室・室・室・室・室・室・室・室・室・室・室・室・室・室・室・体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会体験会

参加者募集参加者募集
཮্ڝ ʢٕӺ఻ʣͷීٴͱબखͷҭ੒Λ໨తʹɺࢢ
಺ͷখதֶੜΛର৅ʹ཮্ࣨڭΛ։͠࠵· ɻ͢஥ؒͱ
Ұॹʹ࿅शΛ͢ΔதͰɺ཮্ٕڝͷָ͠͞΍ɺӺ఻ʹ
͍ͭͯ஌Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δઈ޷ͷػձͰ͢ɻଟ͘ͷօ͞
ΜͷࢀՃΛ͓଴͍ͪͯ͠· ʂ͢

཮্ڝ ʢٕӺ఻ʣͷීٴͱબखͷҭ੒Λ໨తʹɺࢢ
಺ͷখதֶੜΛର৅ʹ཮্ࣨڭΛ։͠࠵· ɻ͢஥ؒͱ
Ұॹʹ࿅शΛ͢ΔதͰɺ཮্ٕڝͷָ͠͞΍ɺӺ఻ʹ
͍ͭͯ஌Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δઈ޷ͷػձͰ͢ɻଟ͘ͷօ͞
ΜͷࢀՃΛ͓଴͍ͪͯ͠· ʂ͢

˞ඞཁ߲ࣄΛి࿩ɺ̛̖̭ ·ͨ͸̚ϝʔϧͰ͝࿈བྷいͨだ͔͘ɺਃࠐॻΛੜֶ֔शɾεϙʔπ՝૭ޱ΁͝ఏग़͘だ͞いɻ

陸上教室体験会

申込期限
対 象 小学校３～６年生、

中学生１～２年生（現在の学年）
場 所 飯田運動公園 中央広場（三日市場）

陸上教室

z日時／２月２４日㈯ 午前９時３０分～正午
z内容／ミニ駅伝大会
˞ඈͼೖΓࢀՃՄೳͰ͢ɻ
˞ମݧձޙɺ཮্ࣨڭͷਃࠐड෇Λߦい·͢ͷͰɺ΋ͬͱ
࿅शͨ͠いํ΍ɺબߟձʹࢀՃͨ͠いํ͸ɺͥ ͻ཮্ڭ
Ճ͘だ͞いɻࢀ͝ʹࣨ

z日時／３月上旬～下旬の土・日曜日、祝日
など（計６回）
午前１０時～正午

z内容／ペース走、インターバルなど
z参加費／６００円
z初回教室／３月３日㈯ 午前９時３０分～正午
೔഑෍͠·͢ɻޙ͸ࡉৄ˞
ʢখֶੜʣӺ఻େձʢ̐߅ொଜରࢢͷதͰɺࣨڭ˞ ２݄８೔
দຊࢢͰ։࠵ʣͷબखબߟΛߦい·͢ɻ
˞ॳճ͸ࣨڭલʹΦϦΤϯςʔγϣϯΛߦい·͢ɻอऀޢ
ͷํʑ΋͝ग़੮͘だ͞いɻ

ॅɹॴ ߍֶ ʢ໊ɹɹɹɹɹɹֶߍʣ

உ�ɾ�ঁ

ࣗ୐ɾܞଳอ໊ࢯऀޢ

Ճ΋Մʣࢀೖͯ͘͠だ͞いɻ�ʢ྆ํه๬ʹ˓ΛرՃࢀ˒ 体 験 会　　・　　陸上教室

໊ࢯՃऀࢀ ੜ೥݄೔ ฏ੒��ɹɹ೥��ɹɹ݄��ɹɹ೔

อऀޢ࿈བྷઌ

陸上教室・体験会参加申込書（小中学生のみ）

申し込み・問い合わせ

;Γ͕ͳ

˟

２月１６日（金）
君も陸王に
なろう！

午前８時３０分～午後５時１５分
　（土・日曜日、祝日を除く）

史跡 恒川官衙遺跡 整備基本計画（案）に対する意見の募集

１月２２日㈪～２月２２日㈭

意見の提出方法

閲 覧 時 間

意見の提出先・問い合わせ

意見の募集期間飯田市教育委員会では、平成２６年３月に国の史跡に
指定された恒川官衙遺跡の整備基本計画の策定を、平成
２８・２９年度の２カ年事業で進めています。これまで６回の
専門委員会を開催して検討を行い、計画（案）がまとまりまし
たので、これを公表します。皆さまのご意見をお寄せください。

意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては、
主たる事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の
上、閲覧場所へ持参していただくか、郵送またはＦＡＸ、
Ｅメールにより下記まで送付してください。

〒３９５-８５０１ 飯田市大久保町２５３４番地
飯田市教育委員会 生涯学習・スポーツ課 文化財活用係
内線 ３７５２　　０２６５（２２）７９６９
　 bunkazai@city.iida.nagano.jp

※いただいたご意見と、その意見に対する飯田市教育委員会の
　考え方については、後日公表します。

○生涯学習・スポーツ課（市役所Ａ棟３階）
○行政資料コーナー（市役所Ａ棟２階）
○各自治振興センター（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
○飯田市公民館、
　橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館
※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所

パブリックコメント

͝Μ͕͔Μ͕
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ムトス飯田推進委員会は、独創的で波及効果のあるまちづ
くり活動に対して助成をしています。ムトス飯田助成事業を
活用して実施した、市民の皆さんの自主活動を紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

団体名

第１０回

飯
田
市
有
形
文
化
財「
旧
瀧
澤
医
院
」の
す

さ
ん
だ
状
況
を
危
惧
し
、あ
わ
せ
て
天
然
記
念

物「
嵯
峨
坂
ざ
ぜ
ん
草
自
生
地
」の
保
護
を
主

目
的
に
、平
成
２７
年
に
地
元
有
志
２３
人
で
結
成

し
ま
し
た
。明
治
２８
年
竣
工
と
さ
れ
、瀧
澤
清
顕

院
長
が
馬
で
往
診
に
出
た
と
い
う
門
構
え
に
、時

計
塔
が
そ
び
え
る
白
亜
の
擬
洋
風
病
棟
は
全
国

的
に
も
貴
重
。庭
園
や
母
屋
な
ど
の
整
備
は
会

員
で
あ
る
大
工
さ
ん
や
左
官・瓦
職
人・庭
師
と

い
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
奮
闘
で
、資
金
０
な
が
ら
進

み
、庭
で
の
焼
肉
会
や
ひ
さ
か
た
和
紙
で
障
子
を

張
り
替
え
た
座
敷
で
の
新
年
総
会
は
恒
例
化
。

昨
年
は
ム
ト
ス
飯
田
の
支
援
金
で
両
地
に
駐
車

場
を
整
備
、今
年
度
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、初
の
一
般
見
学
会
を
計
画
で
き
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
復

元
整
備
を

進
め
、さ
ま

ざ
ま
な
企
画

で
地
域
の
財

産
を
盛
り

上
げ
守
っ
て

い
き
た
い
も

の
で
す
。

地
域
の
資
源
を
地
域
の
力
で
再
生

虎
岩
の
文
化
財
を
守
る
会

▲新年総会にて

お菓子の空き箱、トイレットペーパーの芯などの小さな厚紙は、
雑誌やチラシの間に挟んで出してください。

˕ଃ౴඼ͳͲͷۭ͖ശ

！
˕͓՛ࢠͷۭ͖ശ

˕ςΟογϡͷശ
ɹʢϏχʔϧ͸औΓআ͘ʣ

˕෧౵

τ̞ΠϨοτϖʔύʔͷਊ ାࢴ˕

厚紙は燃やすごみではありません！！
厚紙は、   資源ごみ（紙）の「その他紙」  に
分別してください。

※牛乳などの紙パックは、店頭回収を優先してください。
※次の紙くずは、燃やすごみ に分別してください。
ティッシュペーパー、レシート、カーボン紙、写真プリント紙、
ビニールやアルミでコーティングされた紙

˕໰͍߹Θͤʗڥ؀՝�ഇغ෺ର܎ࡦɹ಺ઢ̑ ̐̒ ɺ̐̑̐̒ ̑

確認を
お願いします！
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Ώい͖ͬͣ広৔͔ɺ͜ Ͳ΋ՈఉԠԉηϯλʔ·Ͱ
͓ਃ͠ࠐΈ͘だ͞いɻ

ゆいきっず講座ゆいきっず講座飯田市こども
家庭応援センター

◎ゆいきっずについて…内線５３４６
◎子育てに関する相談…内線５３４３

飯田市本町１－１５　りんご庁舎２階

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

z਌ࢠͰͭ͘Ζ͛Δ 「ゆいきっず広場」
zָ͘͠ ɺֶ ΂Δ 「ゆいきっず講座」

zࢠҭͯ৘報αϩϯʢतೕࣨΛซઃʣ「すくすくサロン」
z発達・子育ての相談窓口

　　 　　　　　　ͳͲ͕͝ར༻いͨだ͚·͢ɻ

★ゆいきっず広場…火曜日を除く各曜日 ９：００～１６：００
ʢຊொறं৔͸ॳΊͷ̍ؒ࣌ແྉɺͦ ͷ̏ޙ ෼̌͝ͱ̍ ̌̌ ԁ͔͔Γ·͢ɻʣ
★すくすくサロン…毎日 ９：００～１７：１５
★子育て相談窓口…平日（月～金曜日） ８：３０～１７：１５

冬のおはなしの会
z日時：１月１６日（火）　１０：００～（３０分程度）　　
z場所：こども家庭応援センター キッズルーム
z内容：冬の絵本の読み聞かせ、 絵本の紹介、

絵本の貸出
z講師：図書館職員
z対象：０～３歳向け
z定員：なし　※予約不要
z持ち物：絵本を入れる袋、 

図書貸出カード（無い方は
当日作成できますので
身分証をお持ちください。）

※当日、ゆいきっず広場はお休みです。

気に入った絵本を
借りていきましょう♪

三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１４３回三市合同企画 第１４３回

遠
州
灘
や
浜
名
湖
に
は

い
ろ
い
ろ
な
特
産
が
あ
り

ま
す
が
、こ
の
時
期
旬
を
迎

え
る
特
産
の
１
つ
に
牡
蠣
が

あ
り
ま
す
。

浜
名
湖
の
牡
蠣
養
殖
は
、

明
治
時
代
に
舞
阪
町
の
田

中
万
吉
が
地
ま
き
式
と
い

う
方
法
で
始
め
ま
し
た
。そ

の
後
、養
殖
技
術
が
進
歩

し
、今
で
は
汽
水
湖
の
利
を

活
用
し
、牡
蠣
を
湖
内
に
設

け
た
養
殖
棚
で
１
年
半
か

け
て
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

浜
名
湖
で
育
っ
た
牡
蠣
は
、

栄
養
豊
富
で
甘
み
が
強
く
、

肉
厚
で
高
品
質
。加
熱
調
理

を
し
て
も
あ
ま
り
縮
ま
な
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、フ
ラ
イ

や
焼
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

調
理
法
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。ふ
っ
く
ら
プ
リ
プ
リ
の

牡
蠣
を
頬
張
る
と
、口
い
っ

ぱ
い
に
牡
蠣
の
風
味
が
広

が
り
ま
す
。

そ
ん
な
今
が
旬
の
牡
蠣

を
は
じ
め
、遠
州
灘
や
浜
名

湖
の
特
産
を
堪
能
で
き
る

「
弁
天
島
浜
小
屋
マ
ル
シ
ェ
」

が
期
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。浜
名
湖
産
蒸
し
牡

蠣
、牡
蠣
フ
ラ
イ
、浜
名
湖

産
ね
ぎ
ま
鰻
丼
、舞
阪
シ
ラ

ス
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
が
販
売
さ

れ
る
予
定
で
す
。ま
た
同
じ

会
場
に
は
、地
元
の
水
産
加

工
品
や
農
産
物
を
販
売
す

る
浜
小
屋
市
も
同
時
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
遠
州
の
冬

の
味
覚
を
味
わ
い
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

遠
州
灘
や
浜
名
湖
に
は

を
し
て
も
あ
ま
り
縮
ま
な
い

ス
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
が
販
売
さ

ス
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
が
販
売
さ

ス
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
が
販
売
さ

「
弁
天
島
浜
小
屋
マ
ル
シ
ェ
」

「
弁
天
島
浜
小
屋
マ
ル
シ
ェ
」

浜
名
湖
の

味
覚
を
堪
能

た

ま
い
さ
か
ち
ょ
う か

き

な
か
ま
ん
き
ち

じ

１月１３日㈯～２月２５日㈰の
土・日曜日限定 （※２月３日㈯・４日㈰
を除く） 計１２日間

೔�ఔ

弁天島海浜公園中央テント内
（西区舞阪町弁天島）

৔�ॴ

舞阪町観光協会
☎０５３（５９２）０７５７

໰͍߹Θͤ

午前１０時～午後２時
※予約制ではありません。
　来場した人から順に案内。

ؒ�࣌
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ま
も
な
く
市・県
民
税
の
申
告
の
時
期
で
す

ま
も
な
く
市・県
民
税
の
申
告
の
時
期
で
す

ま
も
な
く
市・県
民
税
の
申
告
の
時
期
で
す

ま
も
な
く
市・県
民
税
の
申
告
の
時
期
で
す

◎
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課 

市
民
税
係
　
内
線
５
１
６
２

◎
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課 

市
民
税
係
　
内
線
５
１
６
２

★午前、午後の指定地区の詳細は、
広報いいだ２月１日号でお知らせします。

申告相談の受付時間

˞্ଜɺೆ ৴ೱ஍۠ͷ͏ͪɺ໦୔஍۠ձؗɺീॏՏ಺஍۠ؗɺԼ܀૯߹ަྲྀձؗɺఔ໺۠ຽηϯλʔɺ
େொ࿝ਓଟ໨తηϯλʔ͸ɺޙޕͷड෇͕ؒ࣌ଞձ৔ͱҟͳΓ·͢ɻ
■受付時間／午前９時～１１時３０分、 午後０時３０分～２時

૬ஊ͸ɺ্ࠂ஍۠ͷਃڷ্˞ ସ͑ʹ൐͍ɺฏ੒��೥౓ͯݐηϯλʔͷڵৼ࣏ࣗڷຽ͓ؗΑͼ্ެڷ
͓Αͼ��೥౓ʹ͍ͭͯ͸ɺೆ ৴भɾ൧ాۀ࢈ηϯλʔʢچ൧ҏ஍Ҭ஍৔ۀ࢈ৼڵηϯλʔʣͰ࣮͠ࢪ·͢ɻ

◉平日／午前９時～１１時３０分、
午後１時～４時まで　 

◉３月１０日㈯／午前９時～午後１時まで

申告書と関連書類の配布場所
‒৔ॴʗࢢ໾ॴຊி ʢ̖ࣷ౩ʣ̍ ֊ɺ֤ ೆɺӋ৔ɺؙڮ๺ɺڮηϯλʔʢڵৼ࣏ࣗ ɺ౦໺Λআ͘ʣɺࢁ

ΓΜ͝ிࣷ̎֊
‒഑෍։ظ࣌࢝ʗฏ੒̏ ೥݄̌̍ ຤ࠒ

公的年金等の収入金額の合計が４００万円以下で所得税の確定申告が不要の方へ
ॻͷఏग़͕ඞཁͰ͢ɻࠂຽ੫ͷਃݝɾࢢ΁ࢢ౰ͯ͸·Δํ͸ɺ൧ాʹگΔঢ়͛ܝʹ࣍
zެత೥ۚ౳ͷݯઘ௃ऩථʹ͞ࡌهΕͯいΔ഑߇ऀۮআɺැཆ߇আɺՉ ʢ්Չ෉ʣ߇আͷ಺༰ʹม͕͋ߋΔํ
zެత೥ۚ౳ͷݯઘ௃ऩථʹ͞ࡌهΕͯいΔ಺༰Ҏ֎ͷࠃຽ݈߁อݥ੫ɾհޢอݥྉɾऀྸߴظޙ
ҩྍอݥྉ౳ʹͭいͯɺࣾ ձอݥྉ߇আΛड͚Δํ
zҩྍඅ߇আɺੜ໋อݥྉ߇আɺ஍਒อݥྉ߇আɺো߇ऀ֐আɺدෟۚ੫ֹ߇আ౳ͷ߇আΛड͚Δํ
zެత೥ۚ౳ͷࡶॴಘҎ֎ʹɺ̎ ສ̌ԁҎԼͷॴಘ͕͋Δ ʢํެత೥ۚ౳ͷॴಘͷଞʹ̎ ສ̌ԁΛ௒͑
Δॴಘ͕͋Δํ͸ɺॴಘ੫ͷ֬ఆਃ͕ࠂඞཁͰ͢ɻʣ

【注意】　申告にはマイナンバー（個人番号）が必要です。
マイナンバー（個人番号）の確認と身元の確認を行うため、個人番号カードまたは通知カードと運転
免許証等が必要となりますので必ずお持ちください。

˞̎ ೥̕౓෼ࢢɾݝຽ੫ͷਃࠂॻΛఏग़いͨだいͨํͷ͏ͪɺ̏ ೥̌౓෼΋ਃࠂॻͷఏग़͕
ඞཁͱࢥΘΕΔํʹର͓ͯ͠ૹΓ͠ ·͢ɻ৽ͨʹ༣ૹΛر๬͞ΕΔ৔߹͸ɺ੫຿՝ࢢຽ
੫܎·Ͱ͝࿈བྷ͘だ͞いɻ

市・県民税の申告書の発送予定日
◉１月２２日（月）　

ご
注
意

く
だ
さ
い

２月

３月

２月

月 日 曜日 会　　　　場月 日 曜日 会　　　　場

7日 水 木沢地区会館
八重河内地区館

8日 木 下栗総合交流会館
南信濃地域交流センター

9日 金 程野区民センター
南信濃地域交流センター

13日 火 上村公民館
大町老人多目的センター

14日 水 座光寺公民館
15日 木 伊賀良公民館16日 金
19日 月 竜丘公民館20日 火
21日 水 川路公民館

22日 木 松尾公民館23日 金
26日 月 下久堅公民館
27日 火
28日 水
1日 木 鼎自治振興センター2日 金
5日 月 上久堅公民館
6日 火 千代公民館
7日 水 龍江公民館
8日 木 三穂公民館
9日 金 山本公民館
10日 土

飯田市役所
12日 月
13日 火
14日 水
15日 木

南信州・飯田産業センター
（旧飯伊地域地場産業振興センター）
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●障害者手帳をお持ちでない方
●要介護１～５の認定を受けている方（基準日１２月３１日）

●６５歳以上の方

‒௕णࢧԉ՝ʢࢢ໾ॴຊி̖ࣷ౩̖̍ ʣ̍ɺ֤ ೆɺӋ৔ɺؙڮ๺ɺڮηϯλʔʢڵৼ࣏ࣗ ɺ౦໺Λআ͘ɻʣࢁ
‒ਃ੥ͷࡍ͸ɺҹؑɺհޢอݥඃอূऀݥΛ͘͝ࢀ࣋だ͞いɻ

要介護認定を受けている方の障害者控除について
ཁհޢೝఆΛड͚ͯいΔ̒ Ͱͳい৔߹ɺҎԼͷいͣΕͷཁ݅΋ຬͨ͢ํ͸ਃͪ࣋खாΛ͓ऀ֐Ҏ্ͷํͰোࡀ̑
੥ʹΑΓ෱ࣄࢱ຿ॴ௕͔Βোऀ֐ʹ४ͣΔঢ়ଶͰ͋ΔͱೝΊΒΕͨ৔߹ɺ෱ࣄࢱ຿ॴ௕͕ൃ͠ߦ ʮͨো߇ऀ֐আର৅
ऀೝఆॻʯΛఴ෇͢Δ͜ͱͰɺো߇ऀ֐আΛਃ͢ࠂΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

介護認定を受けている方が医療費控除でおむつ代を申告する際の証明書について
ҩྍඅ߇আͰ͓Ήͭ୅Λਃ͢ࠂΔ৔߹ʹ͸ɺ͓ Ήͭ୅ͷྖऩॻʹՃ͑ͯɺҩࢣͷൃ͢ߦΔʮ͓Ήͭ࢖༻ূ໌ॻʯ͕
ඞཁʹͳΓ·͢ɻͨ だ͠ɺཁհޢೝఆΛड͚ͯいΔํ͕ਃ͢ࠂΔ৔߹ʹ͸ɺҎԼͷいͣΕͷཁ݅΋ຬͨ͢ํʹݶΓɺ൧
ॻʯͷ୅ΘΓͱ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ໌ূ༺࢖ॻͷ֬ೝॻʯΛʮ͓Ήͭݟҩҙ࣏Δʮओ͢ߦ௕͕ൃࢢా

ʮ˞ো߇ऀ֐আର৅ऀೝఆॻʯ͸ɺަ ෇ਃ੥Λड͚෇͚ͨޙɺ৹ࠪձͰͷ৹ࠪΛߦいʮোऀ֐ʯ·ͨ͸ʮಛผোऀ֐ʯͱೝఆ͞Εͨํ
ʹ༣ૹ͞Ε·͢ɻ৹ࠪձͷ։࠵ʹ͸ɺҰఆͷؒظΛཁ͠·͢ɻ༣ศ͕ಧ͘·Ͱɺ͓ ଴ͨͤ͢Δ͜ͱʹͳΓ·͕͢ɺ͝ ྃঝ͘だ͞いɻ

１月４日（木）～２月２８日（水）　

要
件

●前年の申告に「おむつ使用証明書」または、「主治医意見書の確認書」を利用された方
●要介護認定に係る主治医意見書中の、寝たきり度がＢまたはＣ、かつ「尿失禁」の判定がある方

˞৸͖ͨΓ౓ͱ͸ɺ̟ ɾ̖ ɾ̗ ɾ̘ ͱج४͕͋Γɺ̗ ɺ̘ ʹͳΔ΄Ͳ৸͖ͨΓ౓͕ߴいঢ়ଶɻ

要
件

申請受付期間

「障害者控除対象者認定書」と「主治医意見書の確認書」の交付申請先と申請受付期間

市・県民税の申告が必要か確認してください

問い合わせ ௕णࢧԉ՝�հޢೝఆࢧԉ܎ɹ಺ઢ�̑ ̓̒ ̒

平成２９年１月１日から１２月３１日までの収入の状況に応じて、手続きをご確認ください

申告の必要がない方申告の必要がある方
●年末調整済みの給与以外に、ほかの収入がなかった方
●収入が公的年金等のみで、他に収入が無かった方のう
ち、公的年金等の収入金額が次の金額以下の方

◎６５歳以上の方……収入金額が１４８万円以下

◎６５歳未満の方……収入金額が９８万円以下

●給与や公的年金等以外の所得（事業所得、不動産所得、
雑所得等）があった方

●医療費控除等の控除を受ける方
●源泉徴収票に記載された控除の内容に変更がある方
●収入が遺族年金、障害年金、雇用保険（失業給付金）の
みだった方

●収入がなかった方

所得税の確定申告をする

平成３０年１月１日に
飯田市に住所があった

１月１日に住所のあった
市区町村に申告してください

住民税の申告は必要ありません

いいえ

はい

いいえ

はい

★詳しくは、飯田市のウェブサイトをご覧ください

２０１８.１.１［広報いいだ］23

１月１５日号は休刊です



三遠南信自動車道沿道の
屋外広告物禁止地域および
屋外広告物許可地域の
区域を変更します

三遠南信自動車道沿道の
屋外広告物禁止地域および
屋外広告物許可地域の
区域を変更します区区区区区区区区域域域域域域域域域域域をををををををををを変変変変変更更更更しますしますしますしますしますしますしますしますしますしますしますします
ΠϯλʔνΣϯδ͔ΒʢԾশʣ൧ా౦ΠϯλʔνΣϯδ·Ͱͷ۠ؒͷ։௨ڦԕೆ৴ࣗಈंಓఱཾࡾ
Λݟਾ͑ɺྑ Πϯλʔڦԕೆ৴ࣗಈंಓఱཾࡾதԝࣗಈंಓ͔ΒʹطͷอશͳͲͷͨΊɺ؍ܠͳ޷
νΣϯδ·Ͱͷ۠ؒʹࢦఆ͞Ε͍ͯΔ԰֎ࠂ޿෺ͷࢭې஍Ҭ͓ΑͼڐՄ஍Ҭͷ۠ҬΛ֦ு͠· ɻ͢

新たに指定する地域

施 行 日

屋外広告物禁止地域
三遠南信自動車道天龍峡インターチェンジから
飯田市と下伊那郡喬木村との境界までの
区間の両側５００ｍ以内の地域

屋外広告物許可地域
三遠南信自動車道天龍峡インターチェンジから
飯田市と下伊那郡喬木村との境界までの区間の
両側５００ｍを超え１,０００ｍ以内の地域
※三遠南信自動車道から展望できる範囲が
　屋外広告物禁止地域と屋外広告物許可地域です。

１月１日

԰֎ࠂ޿෺ࢭې஍Ҭɾ԰֎ࠂ޿෺ڐՄ஍Ҭ಺Ͱ
΋ɺ࣍ͷ΋ͷͳͲ͸දࣔ΍ઃஔ͕Ͱ͖·͢ɻ
z公職選挙法等により選挙運動のために表示する
もの
z法令により表示が義務づけられているもの
z国や地方公共団体が表示し、公益上必要と認め
られるもの
z自己の氏名や事業などに関し、自己の住居や事
務所などに表示するもの（禁止地域内では表示面
積の合計が１０㎡以下のもの。許可地域内では表
示面積の合計が１５㎡以下のもの。）

※詳細はお問い合わせください。

˕໰͍߹Θͤʗ஍Ҭܭը՝ݐ�ஙࢦಋ܎ɹ಺ઢ̏ ̓̓̑

適用が除外されるもの

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
̣̥ ̤๏ਓ͍͍ͩਓܶܗηϯλʔɹὸ０̑０ʢ̏ ８̑̏ ʣ̏̑̕ ɹ̐
·ͨ͸ɹ൧ాจԽձؗɹὸ０２̒ ʢ̑２̏ ʣ̏̑̑ ２
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■申し込み・問い合わせ
̣̥ ̤๏ਓ͍͍ͩਓܶܗηϯλʔɹὸ０̑０ʢ̏ ８̑̏ ʣ̏̑̕ ɹ̐
·ͨ͸ɹ൧ాจԽձؗɹὸ０２̒ ʢ̑２̏ ʣ̏̑̑ ２

オトナのための人形劇講座vol．１「酒と人形芝居」
日時：１月１６日㈫ １９：００開演　会場：飯田文化会館
入場料：１人 １‚０００円／ペア １‚５００円
出演：今田人形座／【お話】喜久水酒造 後藤さん、

人形劇の図書館館長 潟見さん

人形劇定期公演【１月】
日時：１月２０日㈯ １０：３０開演
会場：飯田人形劇場　入場料：２００円
出演：人形劇団寺小屋、 

ザ・スリーデイズマーケットシアター

みんなおいでよ！人形劇とうたのお楽しみ会
日時：２月１０日㈯ ①１０：００開演 ②１３：３０開演
会場：竜丘公民館　入場料：２００円

いいだ人形劇まつり・りんごっこ劇場
日程：２月１８日㈰　会場：飯田女子短期大学アカシアホール
入場料：２００円

˔ͪΐͬ ͱҧͬͨ֯౓͔ΒʮਓܶܗʯΛ஌
ΔاըɻୈҰ஄͸͠ݫ͞פい͜ͷق
અʹɺҰ͚ͨ͘܏ݙͳΔʮ೔ຊञʯΛ
ςʔϚʹɺਓܶܗͱ͓ञʹ·ͭΘΔ͓
࿩ͱɺాࠓਓ࠲ܗͷʮॉ෣ʯɺͦ تͯ͠
ҿΛָ͓͠Έ͘だ͞いɻࢼਫͷٱ

˔βɾεϦʔσΠζϚʔέοτγΞλʔ͸ఆެظԋॳग़ԋɻ

˔ެཱอҭԂͷอҭ࢜ʹΑΔ̍ ೥ؒͷݚमͷ੒ՌൃදͰ͢ɻ

˔൧ాԼҏಹͷΞϚνϡΞਓஂܶܗͷօ͞Μ͕اըӡӦ͢Δਓܶܗ·ͭΓɻ

★人形劇の基礎レッスン参加者
毎月３回～４回、舞台に立つための体の使い方講座を開催してい
ます。講師はましゅ＆Ｋｅｉ。４回分の回数券２,０００円。

★巨大人形劇プロジェクト「さんしょううお」
いいだ人形劇フェスタ２０１８年での再演に向けて、さんしょううお
実行委員会を発足しました。新たな参加者と寄付を募っています。
　◎実行委員会連絡先（後藤）　☎０９０（３６８４）９９７３

参加者募集

˔βɾεϦʔσΠζϚʔέοτγΞλʔ͸ఆެظԋॳग़ԋɻ
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を

１月１１日㈭より申し込み受付開始します

１月のエコカフェ

★ぬくもり伝わる郷土の料理
地元の野菜で３種類のおやきを作ろう！
日時：１月２３日㈫

①１０：００～１２：００ ②１３：００～１５：００
講師：斎藤淑子さん
参加費：８００円
持ち物：エプロン・三角巾
★ヨガで気持ちも身体もリラックス
基本のポーズのコツ体験講座
日時：１月２４日㈬

①１０：００～１１：００ ②１３：００～１４：００
講師：森下晏希さん
参加費：５００円
持ち物：ヨガマットまたは大きめのバスタオル、飲み物

★発見！自分色
心が元気になるカラーのアドバイス
日時：２月７日㈬

①１０：００～１２：００ ②１３：００～１５：００　
講師：小倉千鶴子さん
参加費：３００円
持ち物：普段使っているアイシャドー、リップ、チーク

★エコカフェフリー
日時：２月９日㈮ １０：００～１２：００
講師をやってみたい！こんなことをやってほしい！
などなど、コーディネーターが皆さんの意見をお聞き
します。
★～ちょっと楽しい布あそび～
作ってみよう！草履の形の小物入れ
日時：２月１６日㈮

①１０：００～１２：００ ②１３：００～１５：００
講師：小林幸子さん
参加費：８００円
持ち物：裁縫道具
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※申し込みはお電話でお願いいたします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。
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市職員の給与や定員管理の状況などを市民の皆さんによりいっそう理解
していただくため、地方公務員法・市の条例の規定に基づき、毎年その状況
を公表しています。なお公表内容は、特段の説明がない限り一般職の正規
職員の状況となっています。詳しくは市のウェブサイトをご覧ください。

採用・退職、職員数の状況１
（１）採用・退職の状況

職員給与の状況２
（１）人件費の状況（各年度普通会計決算）

（２）職員数の状況
２９年４月１日現在の職員数は、１,５４６人で前年比５人の
増となっています。一般行政職および専門職は前年比４人
の減、病院の医療系職員は前年比９人の増となっています。

（３）職員数の県内他市との比較
２９年４月１日現在の市民１万人あたりの普通会計職員数は６９.６
人であり、県内１９市との比較では少ないほうから５番目となってい
ます。１９市の平均は７２.１人であり、当市の人口規模である約１０万
人に換算して比較すると、飯田市の職員数の水準は平均を２４人下
回っています。

（４）定員適正化計画について
飯田市では、定員適正化計画に基づいて職員数を段階的・計画
的に削減してきました。　
第６次定員適正化計画は、平成２３年４月１日現在の職員数（市
立病院、介護老人保健施設、土地開発公社派遣職員を除く。）を、
平成２９年４月１日時点で２０人減とする計画でしたが、実績は２８人減となりました。
リニア等の大型事業の本格化や地方分権による権限移譲等を見越した時、これまでの量的削減に主眼を置いた改革
の効果は期待できない状況にあるため、今後は飯田市行財政改革大綱（２９年度～３２年度）に基づき策定した実行計画
によって現在の定員を基本としつつ業務量の増減に応じた適正な職員配置を行ってまいります。

※【一般行政職】事務職、技師（土木、建築等）　【専門職】保健師、保育士、介護員、教諭等　【医療技術職】薬剤師、診療放射線技師、臨床心理士、臨
床検査技師、理学療法士、管理栄養士、作業療法士、言語聴覚士その他の病院勤務職　【技能労務職】調理員等

※諸手当は、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当などであり、退職手当は含みません。職員数および平均給料月額は４月１日現在

※職員数は、一般職の職員数です。

̍̓ �̍ �̌̍ ̎̔ �̐ �̍ ̎̕ �̐ �̍ ରલ೥૿ݮ਺

̍̐ ̏̔ 
̍̑ ̐̍ 
̍̑ ̐̒ ̑৬һ਺ʢਓʣ

（２）職員期末・勤勉手当の状況（２９年４月１日現在） （３）特別職の給料・報酬の状況（２９年４月１日現在）

（４）職員の初任給の状況（２９年４月１日現在）

○１４年度から特別職の給料月額の削減を実施していま
す。現在の削減率は、市長・副市長・教育長が約５％
です。
○議員（議長、副議長、議員）は、期末手当から報酬月額
の約３％を減じています。
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単位：人
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休暇・休業の状況４

分限処分・懲戒処分等の状況５

主な職員研修の状況（２８年度）３

（５）職員（職責別）の年間平均給与額（２８年度）
〇職員は２８年度末の一般会計職員であり、２８年度中に退職・休職・育児休業した職員、年度中途採用の職員を除いています。また、年収
額は控除前の額であり、実際には諸税や健康保険・年金の自己負担分などが控除されます。

（参考） ２９年４月１日の平均給料月額の比較では、県内１９市中飯田市は部長級で８番目、課長級で８番目、課長補佐級で１０番目、係長級で１３番目、役職なしで１１番目と
　　　 なっています。

（６）職員給与費の適正化の状況（２８年度普通会計決算）
①職員給与費の削減状況

市では、行財政改革大綱に基づき、職員給与の適正化に努めています。８年度から取り組んでい
る全職員の昇給抑制、給料表の減額改正、５５歳超の管理職員の給料月額１.５％減額、その他給与
制度・諸手当の見直し、職員数の削減により、８年のピーク時に比べ１６.４％削減しています。
②職員給与の県内各市（１９市）との比較
地方公務員の給与は、法律により国や他の自治体職員との均衡を図る必要があるとされており、そのための目安となる指標がいくつ

かあります。２８年度普通会計決算に基づく県内各市との主な指標の比較は次のとおりです。

ラスパイレス指数は、国と市の一般行政職（税務部門や企
業職、病院などを除く）の職員の基本給（４月分）を比較してい
ます。１００以下であれば国を下回っていることになります。

○市では、実際に支払われた決算額に基づ
く指標で県内各市と職員給与を比較した
場合、他市に比べて著しく高い職員給与
ではないものと考えておりますが、市の財
政状況などを踏まえ、引き続き職員給与
の適正化に努めます。
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはでき
ません。
アツアツ！おやきづくり
１月２１日㈰ １０：３０～１２：００受付
材料費：３００円

磯辺揚げもちづくり
２月４日㈰ １０：３０～１２：００受付　材料費：１５０円
窯焼きピザづくり（チョコレート）
２月１２日㉁ １０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

木の鳥笛をつくろう
１月２０日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：３００円　場所：土の工房

木育 木のおもちゃづくり（引き車）
２月１１日㈷ １０：００～１２：００
材料費：１，０００円
場所：なかまの館
講師：工房菜や 水上雅彦さん
※予約制：定員２０組（公園事務局までお電話ください）

女性限定の合同面接会（合同会社説明会）
～お子さんと一緒にお気軽に企業のお話をお聞きください～
１月２８日㈰ １０：３０～１２：３０
場所：なかまの館
主催：長野県長野労働局 イーキュア株式会社
（長野県委託事業受託者）

お問い合わせ：女性の就職支援係
☎０１２０（６４）０２３４（平日９時～１７時）

和紙でつくるお星さま
１月２７日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

簡単！
お面づくり＆豆まき
２月３日㈯
zお面づくり
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
z豆まき
①１２：００集合
②１５：００集合

バレンタインの
カードをつくろう
２月１０日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：１００円

けん玉教室
２月１０日㈯ １３：３０～１５：３０
場所：なかまの館
主催：アップルけん玉クラブの皆さん

１月１５日㈪、２２日㈪、２９日㈪、２月５日㈪、１３日㈫

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

スクラップブッキング～着色～（全１回）
１月２１日㈰ １０：００～１５：００
材料費：３，０００円
場所：なかまの館
講師：宮脇史枝さん
（国際スクラップブッキング協会 ＩＳＡ ２級イン
ストラクター）

ワークショップの手法を学ぼう（全１回）
２月３日㈯ １０：００～１６：００
場所：なかまの館
講師：ダイラ （公園スタッフ）

手づくりパネルシアター講座（全２回）
２月１０日㈯・１１日㈷ １０：００～１６：００
材料費：２回で１，５００円
場所：なかまの館
講師：パネルシアター劇団らぴか☆、

れな （公園スタッフ）

初挑戦！デジタル一眼レフカメラ（全１回）
２月１２日㉁ １３：００～１７：００
場所：なかまの館
持ち物：デジタル一眼レフカメラ（ミラーレス可）
講師：吉田哲也 （公園スタッフ）

陶芸技術講座（全２回）
２月１７日㈯・１８日㈰ ９：００～１５：００
材料費：２回で５，０００円
場所：土の工房
持ち物：エプロン
講師：加藤元秀さん （陶芸家）

森森子ども大学（子ども体験学習）

冬の特別企画

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

木の工房体験学習

市民の皆さんによる活動

休館日  （１月１５日～２月１４日の期間中）

森森大学院（成人向け教養講座）
※対象：中学生以上　　　※全講座予約制
※ご予約は公園事務局へお電話、または公園ホーム
ページ内の申し込みフォームからお願いします。
※ご予約期間は特記がない場合、各講座の開講７日前
までです。（定員になり次第締め切り）

NEW

NEW
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
http://kawaranbe.net/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

エンリッチメントＤＡＹ
～動物たちを楽しませよう～
１月２０日㈯・２１日㈰ （雨天中止）
節分イベント
ニホンザルにマメをプレゼント
２月３日㈯・４日㈰ １１：００～ （小雨決行）

ブリちゃんのお散歩
２月３日㈯・４日㈰
１３：００～１３：１５
（雨天中止）
飯田ZOOウインターラリー
２月３日㈯～２５日㈰ （雨天中止）
動物川柳に挑戦しよう！
２月６日㈫～２５日㈰
エンリッチメントＤＡＹ
～動物たちを楽しませよう～
２月１１日㈷ （雨天中止）

ウォーキングを楽しむ
１月１８日㈭ １３：３０～１５：３０
対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：かわらんべ２周コースで健康ウォーキング。

エッ、この虫食べちゃうの！？
１月２０日㈯ ９：００～１１：００ 対象：幼児～成人
主催：天竜川上流河川事務所
内容：伊那谷名物ざざ虫の佃煮作り。

エコ布ぞうり作り
１月２５日㈭ ９：００～１５：００ 対象：成人
講師：かわらんべ協力員
内容：使い古しの布で草履を作ります。

木の実の額とあんどん作り
１月２７日㈯ ９：００～１１：３０
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：親子で工作。飾って楽しもう！

絵手紙講座
２月１日㈭ ９：００～１１：００ 対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：みんなで楽しく描く絵手紙教室です。
【注】１２月１日号でお知らせした１月の講座日は
　　１月１１日（木）に変更になりました。

お手玉遊び
２月３日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：おしなごの会
内容：お手玉つくって遊んじゃおう！

冬の星空を科ガーク！
２月９日㈮ １８：３０～２０：００
対象：幼児～成人
講師：吉住千亜紀 （美術博物館）
内容：「オリオン舞い立ち スバルはさざめく」

冬の星空を科学します。
冬の鳥たんけん
２月１０日㈯ ９：００～１１：００ 対象：幼児～成人
講師：信州野鳥の会
内容：冬の野鳥を探しに行こう！

デジカメ入門
２月１４日㈬ ９：００～１１：００ 対象：成人
講師：宮島 功 （飯田市写真家）
内容：早春の花と冬景色の撮影会。

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。
ビーバーの巣直し見れるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動時間によって、変更する
場合があります。

みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回ずつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園できる方

１月１５日㈪、２２日㈪、２９日㈪、２月５日㈪、１３日㈫

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

毎週土日・祝日のイベント （定期）

休園日 （１月１５日～２月１４日の期間中）

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴でお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

１日３０人

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。
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戦後、市の保健・医療は十分に施設・設備が整っておらず、市民の
健康管理が課題の１つでした。その解決に向けて、飯田保健所の跡
地（飯田市東栄町）への市立病院の開設が、昭和２５年６月の定例市
議会で決定され、昭和２６年１２月１日、飯田市立病院の開院式が行わ
れました。１２月１０日から診療が開始された市立病院は、多くの市民の
健康への思いと、公立病院への高い世論に支えられての開院でした。

飯田市立病院、開院 ʢত࿨２̒ ೥１２݄ １೔ʣ

ɾฤߦൃ ɿू൧ాࢢ�ࢢ௕ެࣨ�ൿॻ広報՝ʗ ３˟９５-８５０１ ௕໺ݝ൧ాࢢେٱอொ̎ ̑̏ �̐�ὸ̌ ̎̒ ʢ̑̎ ʣ̎̐̑̍ �̍�ɹ̌ ̎̒ ʢ̑̑ ʣ̏̐̑̍  ̍ ●ウェブサイト http://www.city.iida.lg.jp/

飯田市の人口（１２/１現在）■人口＝１０２,６９６人（前月比－２２）男４９,１９７人／女５３,４９９人  ■世帯数＝３９,８９１世帯（前月比＋３０）

３月４日（日）
１４時開演
（１３時３０分開場）
飯田文化会館ホール

※未就学児入場不可。託児コーナーあり。（無料・予約制） 申込締切：２月２３日㈮

ʦϓϨΠΨΠυʧ 平安堂飯田店・座光寺店／精琴堂楽器店／アピタ高森店
飯田市公民館・飯田文化会館（平日８：３０～１７：１５）

ʦશ੮ࢦఆʧ�一般…３,０００円、 学生（高校生以下）…１,０００円

★ʮ౦ࠞͱՎ͏൧ҏ߹এஂʯͱͷ߹ಉԋ૗
　♪箱根八里  ♪浜辺の歌  ♪椰子の実
　♪だから一緒に、このふるさとで
★͜Εͧʂࠞ ੠߹এ
　♪合唱組曲「水のいのち」　ほか

東京混声合唱団
指揮：松井慶太／ピアノ：服部容子

チケット好評発売中！
良いお席はお早めに

春草の名画の秘密
複製画で探る
春草の名画の秘密
複製画で探る
菱田春草の代表作の複製画を使った鑑賞授業と展
示は、飯田市ならではのユニークな取り組みです。今年
は、追手町小学校３年生が「黒き猫」、下久堅小学校
５年生が「落葉」、飯田東中学校２年生が「王昭君」の
学習をしました。春草の作品を鑑賞した子どもたちの感
性を複製画とともにご覧ください。

追手町小学校での「黒き猫」の複製画鑑賞
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２月１２日㉁まで会  期
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日時：２月２１日㈬ １８時３０分開演（１８時開場）
会場：飯田人形劇場
料金：大人 ２,０００円／こども（２歳～中学生） １,０００円
主催：ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター／飯田文化会館

せかいの劇場Vol.６

ʮ౦ࠞͱՎ͏൧ҏ߹এஂʯͱͷ߹ಉԋ૗
　♪箱根八里  ♪浜辺の歌  ♪椰子の実

服部容子

日時：２月２１日㈬ １８時３０分開演（１８時開場）

せかいの劇場Vol.６

空からきたひつじ空からきたひつじ
（About the Lamb That Fell from the Sky）

出演は、ナイブニ人形劇場（チェコ）

平成２９年度文化庁文化芸術創造活用プラットフォーム形成事業

ʢ˞��ʣ಺͸̎ ਓ̌Ҏ্ͷஂମྉۚ

東京混声合唱団飯田特別演奏会
合唱の名曲からポピュラー曲までプロの演奏でお楽しみください。

地元郡市民による合唱団との合同演奏もお見逃しなく！

［広報いいだ］２０１８.１.１ 30




